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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14-17
・・・ 18-21

・・・・・・・・・ 22-25
・・・・・ 26-31

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32

●豪雨災害ボランティア活動
●豪雨被災者への支援制度（追加分） ほか
●十日町市民の憲法をつくろう
●越後妻有大地の祭り2011夏 閉幕
●十日町圏域の救急医療
●命を守ろう／川ごったく ほか
●公開講座／まちづくりアンケート結果 ほか
●地域の風～支所からのたより～ ほか
●まちの話題TOPICS／お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 ―上野小学校―

　8月27日㈯、市民を対象とした笹山遺跡の発掘体験が初めて
行われました。発掘体験では縄文土器が次々と出土し、参加者
たちは興奮の歓声をあげていました。（関連記事26ページ）

　8月27日㈯、市民を対象とした笹山遺跡の発掘体験が初めて
行われました。発掘体験では縄文土器が次々と出土し、参加者
たちは興奮の歓声をあげていました。（関連記事26ページ）

8888月27日㈯、市民を対象とした笹山遺跡の発掘体験が初めて月27日㈯、市民を対象とした笹山遺跡の発掘体験が初めて月27日㈯、市民を対象とした笹山遺跡の発掘体験が初めて月27日㈯、市民を対象とした笹山遺跡の発掘体験が初めて

でたー！縄文土器！でたー！縄文土器！でたー！縄文土器！
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準
備
や
運
営
に
は
十
日
町
市
社
会
福

祉
協
議
会
だ
け
で
な
く
、
十
日
町
青
年

会
議
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ぼ
う
さ
い
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
携
わ
っ
た
十

日
町
青
年
会
議
所
の
小
山
大
志
さ
ん

は
、「
震
災
の
経
験
も
あ
り
、
必
要
な

用
品
の
手
配
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ

ル
ー
プ
分
け
な
ど
日
々
変
化
す
る
ニ
ー

ズ
な
ど
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
長
野
和
明
さ
ん
は
、

「
始
め
て
か
ら
２
日
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
数
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

３
日
目
か
ら
は
１
０
０
人
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
里

地
域
の
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
に
地
域
づ
く

り
活
動
支
援
と
し
て
毎
年
参
加
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協

会
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
の
皆
さ
ん
も
40
人

以
上
の
隊
を
組
ん
で
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
」
と
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
11
日
間
の
活
動
に
県
内
外
か
ら
延
べ

　
　
　

平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
特
集

が
生
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災

害
で
は
、
全
壊
９
件
・
半
壊
36
件
・
一

部
損
壊
２
３
８
件
（
８
月
31
日
現
在
）

と
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被

害
を
受
け
た
住
家
で
は
、
土
砂
の
搬
出

や
が
れ
き
撤
去
な
ど
、
復
旧
に
多
く
の

労
力
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
「
十
日

町
市
７
・
28
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

セ
ン
タ
ー
」
が
立
ち
上
が
り
、
多
く
の

人
が
復
旧
作
業
を
支
援
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
復
旧
の
力
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

�
ア
活
動
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の
参
加
地
域
別
内
訳

 

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
人
数
と
依
頼
件
数

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ
ン
タ
�

 
立
ち
上
げ
か
ら
収
束
ま
で

　
災
害
直
後
の
甚
大
な
被
害
の
状
況
か

ら
、
７
月
31
日
に
、
市
の
災
害
対
策
本

部
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
議
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を

決
定
。
８
月
１
日
か
ら
準
備
を
始
め
る

と
と
も
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の

情
報
の
収
集
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
日
に
は
準

備
と
平
行
し
て
、支
援
活
動
を
開
始
し
、

３
日
か
ら
本
格
的
に
稼
働
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
た
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支
え
た
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
学
生
協
会

十
日
町
市
豪
雨
災
害
支
援
隊
長

　
　
　
上
田
康
雅
さ
ん
（
八
王
子
市
）

　
当
初
は
、
東
日
本
で
の
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
発
生
後
に
ボ

ラ
セ
ン
が
立
ち
上
が
り
、
縁
の
あ
る
中

里
地
域
の
関
係
者
か
ら
要
請
を
も
ら
っ

て
、
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
て
感
じ

た
こ
と
は
、
街
中
は
隣
同
士
や
近
所
で

助
け
合
い
、
少
し
離
れ
た
集
落
は
代
表

者
が
ニ
ー
ズ
を
集
め
る
な
ど
し
て
統
率

を
と
っ
て
い
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
こ
と

で
す
。
違
い
は
あ

っ
て
も
地
域
に
強

い
き
ず
な
が
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

森
　
智
洋
さ
ん
（
横
浜
市
）

　
テ
レ
ビ
で
、
川
の
氾
濫
や
橋
が
流
れ

た
映
像
は
見
ま
し
た
が
、
街
中
の
被
害

は
映
し
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

現
場
で
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
と

き
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
被
害
が
一

部
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
市

内
で
も
知
ら
な
い
人
が
い
る
と
の
こ

と
。
よ
り
多
く
の
人
か
ら
状
況
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
早
い
復
旧
・

復
興
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

齋
藤
友
紀
子
さ
ん
（
所
沢
市
）

　
先
日
お
手
伝
い
し
た
麻
畑
で
は
、
土

砂
が
流
入
し
住
め
な
い
状
態
の
家
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
だ
け
の
世

帯
も
多
く
、
疲
労
困
ぱ
い
で
こ
れ
か
ら

の
作
業
が
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
作

業
を
し
て
い
て
地
域
の
温
か
さ
を
強
く

感
じ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

多
く
の
人
か
ら
知
っ
て
も
ら
う

　
こ
と
が
早
い
復
旧
に
つ
な
が
る

地
域
の
温
か
さ
を
感
じ
た

言
葉
を
か
け

ら
れ
る
と
胸

が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す

ね
。
被
災
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
逆

に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て

　
さ
ま
ざ
ま
な
き
ず
な
が
あ
る
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十
日
町
青
年
会
議
所 

副
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
大
志
さ
ん

　
現
場
の
動
か
し
方
が

分
か
る
メ
ン
バ
ー
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
運

営
に
携
わ
り
、
現
場
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

当
し
、
そ
の
中
で
多
く
の
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
地
域
に
よ
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
前
の
準

備
や
被
害
の
把
握
状
況
に
違
い
が
あ

り
、
そ
れ
を
つ
か
ん
で
の
対
応
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
課
題
も
多
く

あ
っ
た
の
で
、
関
係
者
で
振
り
返
り
、

今
後
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
。
自
分
の

地
域
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
助
の
気

持
ち
が
大
切
で
す
。
奇
し
く
も
災
害
が

続
き
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
志
の
あ
る
若
者
が
集
ま
り
、

有
事
の
対
応
を
受
け
る
よ
う
な
組
織
が

で
き
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会 

庶
務
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
和
明
さ
ん

　
今
ま
で
の
災
害
の
経

験
が
あ
り
、
団
体
同
士

の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
に

い
き
ま
し
た
。
つ
な
が

り
や
縁
が
あ
っ
た
お
か

げ
で
す
。
今
回
は
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
水
害
で
し
た
が
、
今
後
、
ど
こ
で
何

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
災
害
で
あ
っ
て
も

早
い
決
断
・
対
応
が
大
事
で
す
し
、
つ

な
が
り
が
あ
る
だ
け
で
な
く
事
前
に
役

割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
は
い
え
、
災
害
発
生
後
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
る
ま
で

の
間
は
、
や
は
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
が
ん
ば
り
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
り
た
い
と
思
う

有
志
が
集
ま
り
、
組
織
す
る
こ
と
が
理
想

早
い
ボ
ラ
セ
ン
の
立
ち
上
げ
と
、　

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
事

　
消
防
だ
よ
り
「
火
の
用
心
」

９
月
10
日
号
に
も
豪
雨
に
関
す

る
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

９
９
４
人
の
協
力
で
、
１
０
０
か
所
以

上
の
被
災
家
屋
な
ど
の
復
旧
支
援
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
復
旧
が
進
展

し
、
依
頼
件
数
も
減
少
し
た
こ
と
か
ら

12
日
を
も
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。
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縁
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新潟・福島豪雨　被災者への支援制度のお知らせ（追加分）

長野県北部地震で被災した地域コミュニティ施設の復旧を支援します

　８月25日号の市報折り込みで、平成23年7月新潟・福島豪雨で被災した人への支援制度をお知らせしま

した。その後、制度が追加されましたのでお知らせします。詳しくは問い合わせてください。

　㈶中越大震災復興基金では、３月に発生した地震で被災した地域コミュニティ施設などの修繕に対して

下記の支援を行います。

◆対象：集落や町内の集会施設（市が所有する施設は除く）、コミュニティ活動の場として長年利用さ　

　　　　ている鎮守・神社・堂・ほこらなど。

支援制度名 利用できる人 制度の概要 問合せ

小規模急傾斜

地崩壊対策事

業

宅地付近の斜面崩壊

で被害を受けた人

　がけ地において発生した崩壊で、人家を保全する

ためにがけ崩れ防止工事を実施します。

【負担割合】県：50％、市：30％、地元20％

【対象条件】がけ地の高さが５ｍ以上、人家２戸以上

５戸未満（１戸の場合は被害想定区域内に公共施設

があること）、事業費50万円以上が対象となります。

建設課

☎757-9932

災害関連地域

防災がけ崩れ

対策事業

宅地付近の斜面崩壊

で被害を受けた人

　がけ地において発生した崩壊で、人家を保全する

ためにがけ崩れ防止工事を実施します。

【負担割合】国：50％、県：40％、市：８％、地元２％

【対象条件】がけ地の高さが５ｍ以上、人家２戸以上、

事業費600万円以上が対象となります。

建設課

☎757-9932

市民税の減免

（農作物の減

収による損失

額 に 係 る 減

免）

23年収穫の農作物減

収の損失額が、平年

の当該農作物による

収入額の30％以上減

少する納税義務者

　農作物減収の損失額に係る税金を減免します。

【注意点】①損失額は減収価格から農作物共済金額を

控除した金額となります。②合計所得金額が1,000万

円以下で農業所得以外の所得が400万円を超えない

人に限ります。

税務課

市民税係

☎757-3716

【小規模集落（20世帯未満）】 【小規模集落以外の集落（20世帯以上）】

対象経費 修繕に係る事業費額
修繕に係る事業費額―100万円

（100万円は地元最低負担額）

補 助 額

○対象経費100万円以下の場合
　対象経費―世帯数×５万円
○対象経費100万円を超える場合
　（対象経費―100万円）×３／４以内＋（100
　万円 ―世帯数×５万円）

対象経費の４分の３の額以内

限 度 額
○集会施設の場合は上限なし
○鎮守・神社・堂・ほこらなどの場合は2,000万円

※世帯数は平成23年８月31日現在

【復興基金に関する注意事項】

◎着工済の工事は対象とならないので、着工前に申請手続きをしてください。

◎対象経費は、施設ごとの算定となります。

◎原形復旧が原則となります。

◎復旧額が次の金額に満たない場合は補助の対象となりません。

　・世帯数が20世帯未満の集落・町内→世帯数×５万円

　・世帯数が20世帯以上の集落・町内→100万円

【その他】長野県北部地震で被災した集会施設の本年度中の修繕については、下記まで相談してください。

◆問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3693、または各支所地域振興課

【その他】豪雨災害で被害を受けた道路・河川・農地などの調査測量のため、測量業者が被災箇所付近の

　　　　　土地の立ち入り及び測量杭の打設などを行います。ご理解ご協力をお願いします。

　　乗合バス（予約方式）を
９月15日㈭から運行開始します

◆社会実験期間

　９月15日㈭～ 24年３月30日㈮

◆運行車両

　　ジャンボタクシーまたは予約状況により小型

タクシー

◆利用方法

①乗車希望日の前日までに乗車する便を予約しま

す。

②停留所で乗車予約した便に乗車します。

③降車場所は、停留所または区域内の集落に限り

運行経路上で利用者が指定する場所とします。

ただし、交通安全上、停車できない場所があり

ますので、あらかじめご了承ください。

◆運賃

　　１回の乗車につき、下表に記載の運賃を降車

する際、運転手に支払ってください。

◆その他

　　運行時刻やルートなどの詳細は、チラシを市

役所本庁、本町分庁舎、中央公民館、水沢公民

館、中条公民館、川治公民館、吉田公民館で配

布しています。

　路線バスが未運行の地区における高齢者などの移動手段の確保を図るた

め、予約方式の乗合バスの運行を９月15日㈭から開始します。今回から

全ての路線で事前予約が必要になり、予約をしないと乗車できませんので

注意してください。買い物や通院、お出かけなどに、どなたでも気軽に利

用してください。

◎運行路線・運行日・運賃など

路　線　名
発着場所 運行日

運行便数

運賃

（１回当たり）対象集落 市街地の停留所

美 佐 島 線

江道、猿倉、津池、菅沼、

大池、十日町赤倉、（田川

町の一部）

 本町３丁目

 駅通り

 十日町駅東口

 十日町病院

 十日町市役所

月曜日、水曜日、木曜

日各６便（３往復）
200円

水 沢 線

天池、細尾、池ノ尻、南雲、

漆島、池沢、野中、鍬柄沢、

水沢市ノ沢、中在家、大石、

当間、珠川

火曜日、金曜日

各６便（３往復）

400円
※土市地区まで 
　は200円

真 田 線
中手、中平、（名ヶ山の一

部）

月曜日、木曜日

各４便（２往復）
500円

六 箇 線 船坂、塩ノ又
火曜日、金曜日

各４便（２往復）
400円

飛 渡 線

魚之田川、東枯木又、西

枯木又、蕨平、三ツ山、

上田原、池谷

月曜日、木曜日

各４便（２往復）

600円
※中条病院まで
　は400円

問合せ　企画政策課企画政策係　☎757-3193

気軽に利
用して

ください

※水沢線と飛渡線については、「集落⇔土市地区」または「集落⇔中条病院」の利用も選択することがで
　きます
※いずれの路線も祝日及び12月31日㈯〜１月３日㈫は運休します
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　地域の課題は、地域で考え、地域の責任と判断で

解決していくことが、まちづくりの基本となります。

　まちづくりを進める上での考え方やルールを明文

化したものに、自治体の憲法ともいわれる「自治基

本条例」があります。

　十日町市では、この「自治基本条例」策定に向け

た取り組みを、本年度から本格的にはじめます。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

　
地
域
の
課
題
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
ル
ー
ル
を

定
め
る
も
の
で
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
「
市
民
・
地

域
・
各
種
団
体
・
議
会
・
行
政
」
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
主
体
の
「
役
割
・
権
利
・
義

務
・
責
任
」を
明
確
に
定
め
て
い
て
、「
自

治
体
の
憲
法
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　　
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
主

体
の
関
わ
り
方
を
定
め
る
条
例
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
条
例
の
中
で
最

上
位
に
位
置
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
条
例
や
新
た

に
制
定
す
る
条
例
も
、
こ
の
考
え
方

や
ル
ー
ル
に
適
合
し
な
く
て
は
な
ら

ず
、
改
正
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

〜
自
治
基
本
条
例
、
は
じ
め
ま
す
〜

向こう30年後を見据えた十日町市の将来像を市民みんなで共有する。 
●地域自治の推進………………住民の考えに基づく地域運営
●協働のまちづくりの実現……地域の課題は地域で考え、責任を持って解決していく
●新しい公共の担い手づくり…公共サービスは、みんなで担う

【
理
由
①
】

豪
雪
・
地
震
・
豪
雨
災
害
へ
の
備
え

　
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
は
、地
域
・

住
民
・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

と
連
携
の
も
と
、
迅
速
な
行
動
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
理
由
②
】

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
の
担
い
手
づ
く
り

（
新
し
い
公
共
）　

　
企
業
や
各
種
市
民
活
動
団
体
が
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
大

き
な
も
の
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

【
理
由
③
】

新
し
い
地
域
自
治
組
織
（
24
年
度
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
）

　
地
区
振
興
会
や
地
区
協
議
会
を
地
域

自
治
の
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
た
、

新
し
い
地
域
自
治
組
織
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
民
み
ん
な
が
共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
方
や
ル
ー
ル

現状：それぞれが自分たちの思いやルールで活動しているため、力が分散していて結集されていない

市　民 市　役　所市　議　会地域自治
組織

市民活動団体やNPO

〈資料編〉

●全国の自治基本条例制定市町村数：

182（平成22年3月31日現在） 

●新潟県内制定市町村数：８

　（新潟市、上越市、新発田市など）

な
ぜ
、
こ
の
条
例
が
い
ま
必
要
な

の
で
す
か
？

自治基本条例が目指すもの（イメージ図）

市　議　会

地域自治組織

市　役　所

市　民

市民活動団体
やNPO

　
３
つ
の
理
由
が
そ
ろ
っ
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
自
治
基
本
条
例
の
検

討
を
は
じ
め
ま
す
。
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自治
基本条例情報特集集

自治基本条例

自
治
基
本
条
例
っ
て
何
？

自
治
基
本
条
例
は
、

　
　
　
　
最
上
位
の
条
例

■問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693



　
８
月
20
日
㈯
、
市
民
会
館
で
「
十
日

町
市
の
自
治
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
治
基
本
条
例
の
検
討
事

業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
の
自
治
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
講
演

　「
自
治
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を

　
考
え
る
」

◎
講
師

：

牛
山
久
仁
彦
さ
ん

　（
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）

【
講
演
要
約
】

■
「
市
」
の
株
主
は
市
民

　「
市
」
と
い
う
と
市
役
所
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
法
律
で
は
「
市
民
」
も
含
ま
れ
ま

す
。
会
社
で
い
う
と
、
市
民
は
株
主
で

す
。
そ
の
た
め
、
市
が
条
例
を
つ
く
る

と
い
う
の
は
、
株
主
で
あ
る
市
民
に
も

責
任
が
あ
る
の
で
、
人
任
せ
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

■
自
治
基
本
条
例
は
、
市
役
所
の
職
員

　
が
作
る
条
例
で
は
な
い

　
市
長
・
議
会
・
市
役
所
に
求
め
る
も

の
を
き
ち
ん
と
定
め
る
の
が
自
治
基
本

条
例
で
す
。
同
時
に
、
行
政
や
議
会
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
や
地
域
に
つ
い
て

も
、
そ
の
責
任
や
権
利
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　
市
役
所
の
職
員
が
、
先
進
地
の
条
例

を
ま
ね
て
、
立
派
な
も
の
を
つ
く
っ
た

の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
み

ん
な
で
、
十
日
町
市
に
必
要
な
条
例
を

定
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
十
日
町
市
に

合
っ
た
も
の
で
な
い
と
何
の
意
味
も
な

い
の
で
す
。

自
治
基
本
条
例
検
討
事
業
ス
タ
ー
ト
！！

市
長
や
担
当
者
が
変
わ
っ
て
も
生
き
続
け
る
〝
条
例
〟

　自治基本条例を
きちんと理解して
もらうために、「市
民勉強会」が開催
されます。みなさ
んのご来場をお待
ちしています。

　「自治基本条例って何？」「市民の憲法って何？本当に必要なの？」そんな疑問を解決し、自治

基本条例の理解を深めるための勉強会を開催します。

　少人数で開催する予定ですので、気楽に意見交換も出来ます。「自治、まちづくり」について

真剣に考えてみましょう。大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

●講師：牛山久仁彦さん（明治大学政治経済学部教授）

●内容：「自治、まちづくりの担い手は誰か」「条例とは一体何か」「自治基本条例で何が変わる

　　　　のか」などをテーマに講義。その後意見交換などがあります。

自治基本条例・市民勉強会開催のご案内

※基本的に同一の内容となっています。都合の良いときに参加してください。

　参加を希望する人は、事前に企画政策課協働推進係に連絡してください。

No 日　　程 時　　　間 会　　　　場

１ 10月６日㈭ 午後７時～８時30分 情報館

２ 10月15日㈯ 午後２時～３時30分 情報館

３ 10月15日㈯ 午後７時～８時30分 松之山自然休養村センター

４ 10月16日㈰ 午後２時～３時30分 ユーモール

５ 10月30日㈰ 午前10時～ 11時30分 松代ふるさと会館

６ 10月30日㈰ 午後２時～３時30分 千手中央コミュニティセンター

日程と会場

　
自
治
基
本
条
例
に
限
ら
ず
、
条
例
は

市
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
制
定
さ

れ
ま
せ
ん
。
一
度
つ
く
っ
た
条
例
は
、

市
長
が
変
わ
っ
て
も
担
当
者
が
変
わ
っ

て
も
将
来
に
わ
た
り
生
き
続
け
ま
す
。

つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考

え
方
や
ル
ー
ル
を
条
例
で
定
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
数
十
年
先
の
十
日
町
市
の

将
来
像
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
慎
重
な

姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
市
役
所
の
職
員
だ
け
で
つ
く
っ
た
の

で
は
、
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
市
民
が
関
わ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
や
思
い
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
自
治
基
本
条
例
は
、
出
来
上
が
れ
ば

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ

と
は
、
条
例
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
る

基
本
的
な
考
え
や
ル
ー
ル
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
さ
れ
、
そ
の

ル
ー
ル
や
考
え
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
目
的
と
な
り

ま
す
。

条
例
の
継
続
性

条
例
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

が
重
要

シンポジウム様子

　自治基本条例策定のために、その素案づくりや市民みんなが共有するための方法を具体的に検

討し活動する人を募集しています。ふるってご応募ください。

●募集要項

１、期待する役割と活動内容

⑴自治基本条例の素案を作成すること

⑵自治、まちづくりの仕組みや自治基本条例の必要性の検討（調査・研究、地域・団体への

ヒアリングなど）

⑶自治基本条例が市民みんなのルールとして共有されるために情報発信に関わること

※会議（ワークショップ）は夜間及び休日になる場合があります 

２、任期：12月から平成25年３月まで

３、募集人員：10人程度

　　※構成員は次のとおりです（公募市民10人、地域・団体枠10人、市職員５人）

４、応募要件：自治基本条例の素案づくりに興味のある十日町市民（年齢制限なし）

５、応募方法：次の内容を明記のうえ、直接・郵送・FAX・電子メールのいずれかで提出。

　　　　　　　①住所②氏名③生年月日④電話番号⑤応募しようと思った動機をまとめたもの

６、募集締切：11月25日㈮

７、その他　⑴書類選考をする場合があります。

　　　　　　⑵応募を希望する人は、８ページの市民勉強会にぜひ参加してください。

●応募・問合せ：企画政策課協働推進係

　〒948-8501十日町市千歳町３－３　☎757-3693　FAX752-4635

　電子メール：t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

「とおかまち流まちづくりの条例を考える会」メンバーを募集します！！
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越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り
２
０
１
１
夏

が
閉
幕
し
ま
し
た

楽しかった夏を
レポート♪

■
問
合
せ

：

観
光
交
流
課
芸
術
祭
企
画
係
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

　
７
月
28
日
㈭
～
８
月
28
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
「
越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り
２
０
１
１

夏
」
で
は
、「
越
後
妻
有
の
林
間
学
校
」
や
空
家
作
品
の
開
館
、
特
別
企
画
展
、
ア
ー

ト
ツ
ア
ー
、
震
災
で
壊
れ
た
作
品
の
修
繕
な
ど
に
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
夏
に
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
覧
会
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
の
夏
の
取
り
組
み
は
、
来
年
開
催
す
る
「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

越
後
妻
有
の
林
間
学
校

ま
つ
だ
い
棚
田
バ
ン
ク
草
刈
り

鬼お

ん

で

こ

ざ

太
鼓
座
の
音
／
リ
ズ
ム
の
授
業

Ｓ
ｋ
ｉ
ｎ

−

キ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
展

伊
沢
和
紙
工
房
　
う
ち
わ
づ
く
り

明あ

さ

っ

て

後
日
朝
顔
タ
ネ
ち
ょ
う
ち
ん

を
つ
く
ろ
う
！

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

講
演
会
か
ら
な
る
「
越
後
妻
有
の
林
間

学
校
」
に
は
、
被
災
地
や
地
元
、
都
市

　
創
作
和
太
鼓
集
団
・
鬼
太
鼓
座
と

い
っ
し
ょ
に
「
世
界
の
リ
ズ
ム
」
を
体

験
し
ま
し
た
。耳
を
澄
ま
し
て
よ
く「
聴

く
」
こ
と
や
、
た
く
さ
ん
の
人
と
「
息

を
合
わ
せ
る
」
こ
と
も
練
習
。
4
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
練
習
の
成
果
を

　
大
地
の
祭
り
期
間
中
は
、
特
別
企

画
展
「
Ｓ
ｋ
ｉ
ｎ

−

キ
ム
・
ア
ン
ダ
ー

　
福
島
県
石
川
義
塾
中
学
校
の
１
年
生

20
人
が
参
加
し
た
コ
ー
ス
（
8
月
5
日

㈮
〜
7
日
㈰
）
で
は
、
担
当
の
先
生
の

「
外
で
思
い
切
り
子
ど
も
た
ち
を
活
動

さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
希
望
に
応

え
、
地
元
の
匠
に
よ
る
指
導
の
も
と
、

　
か
つ
て
犬
伏
集
落
の
産
業
だ
っ
た
伊

沢
和
紙
。
こ
の
和
紙
づ
く
り
の
伝
統
を

受
継
ぐ
地
元
住
民
が
講
師
と
な
り
、「
紙

す
き
」
や
「
う
ち
わ
づ
く
り
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
最
後
は
伝
統
芸
能
・
松
苧

太
鼓
の
紹
介
も
あ
り
、
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
犬
伏
集
落
の
伝
統
の
技
に
触
れ
た

１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
０
０
３
年
の
大
地
の
芸
術
祭
へ
の

参
加
以
来
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
莇

平
集
落
に
関
わ
っ
て
い
る
日
比
野
克
彦

さ
ん
は
、
朝
顔
の
種
の
形
を
し
た
ち
ょ

う
ち
ん
づ
く
り
を
企
画
し
ま
し
た
。
暑

演出家の宮本亜門さんの講演会とワークショップ
（まつだい「農舞台」）

まつだい棚田バンクでの草刈り（室野）

ハサミで切りこみを入れて手作りちょうちん
が完成（莇平）完成した作品とキム・アンダーソンさん

作品の説明を聞く参加者（光の館）

竹筒を吹いて鬼太鼓座から音を学ぶ参加者（まつ
だい「農舞台」）

伊沢和紙のつくり方を習う子どもたち（犬伏）

ま
つ
だ
い
棚
田
バ
ン
ク
の
里
親
と
林
間

学
校
参
加
者
が
、「
ま
つ
だ
い
棚
田
バ

ン
ク
」（
室
野
）の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

早
起
き
を
し
て
、
お
い
し
い
米
作
り
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
草
刈
り
を
し

た
後
は
、
田
ん
ぼ
の
そ
ば
で
地
元
の
お

母
さ
ん
が
握
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば

り
ま
し
た
。

ソ
ン
展
」
が
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス
の
制
作
滞
在
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
選
出
さ
れ
た
キ
ム
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
が
、
７
月
初
旬
か
ら
約

１
か
月
間
、
松
之
山
小
谷
集
落
の
民
家

に
滞
在
。
７
月
中
旬
に
は
、
公
開
制
作

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
地
元
の
人
た

ち
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
そ
の
人
の
人

生
の
軌
跡
が
表
れ
る
手
や
足
を
つ
ぶ

さ
に
観
察
す
る
作
品
を
発
表
し
て
き

た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
、
地
元
の
人

た
ち
の
手
形
や
足
形
を
と
っ
た
り
、
民

家
や
集
落
の
小
道
や
木
々
を
こ
す
り

絵
に
し
た
り
し
ま
し
た
。
完
成
作
品

は
、
８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬
、
ま
つ
だ

い
「
農
舞
台
」
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　大地の芸術祭の来訪者への市民のおもてなし

向上を目的に実施している「みんなの芸術祭・

地域おもてなし事業」では、作品や地域の魅力

をもっと知り、来年の大地の芸術祭のおもてな

しに役立てたいと、「越後妻有！すてき発見！

ツアー」を実施しました。当初４回開催の予定

でしたが、豪雨災害の影響などにより８月21

日㈰のみの開催となりました。

　ツアーガイドとして乗車した上村吉徳さんか

らは、「ガイドになってもらい、おもてなしに

役立ててほしいです。それができなくても、口

コミで友人などに芸術祭のことや、この地域の

ことを広めてほしいです」という話がありまし

た。参加者からは、「日頃なんとなく見ていた

景色が新鮮に見えた」「芸術祭に至るまでの話

が聞けて良かった」などの声がありました。来

年の大地の芸術祭での来訪者へのおもてなしの

ために、地域の魅力を再認識した一日でした。

協働のまちづくりモデル事業

みんなの芸術祭・地域おもてなし事業

   「越後妻有！
　　  すてき発見！ツアー」

い
中
、
参
加
者
た
ち
は
朝
顔
を
ス
ケ
ッ

チ
し
た
あ
と
、
そ
の
紙
を
竹
の
棒
に
貼

り
つ
け
、
曲
げ
て
最
後
に
ハ
サ
ミ
で
切

り
こ
み
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
歓
声
の
中
、
竹
に
吊
る
さ
れ
た

ち
ょ
う
ち
ん
は
、
青
空
高
く
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
竹
が
折
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
作
っ
た
ち
ょ
う
ち
ん

は
参
加
者
が
大
事
に
持
ち
帰
り
、
莇
平

集
落
の
盆
踊
り
で
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
城
県
石
巻
市
立
荻
浜
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
大
漁
旗
を
も
っ
て

南
中
ソ
ー
ラ
ン
節
に
の
っ
て
踊
り
を
披

露
、
市
内
か
ら
も
水
沢
地
区
芸
能
保
存

会
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
石
場
か

ち
を
披
露
し
ま
し
た
。
水
沢
地
区
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
贈
り
物
が
、
エ
ー
ル

と
と
も
に
荻
浜
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

の
子
ど
も
た
ち
と
大
人
が
集
い
、
約
１

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
福
島

県
と
宮
城
県
か
ら
１
５
０
人
を
超
え
る

人
た
ち
を
招
待
し
ま
し
た
。
猛
暑
続
き

の
中
、参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

越
後
妻
有
の
活
動
に
関
わ
る
市
民
や
ス

タ
ッ
フ
は
逆
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
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入
院
を
要
し
な
い
時
間
外
受
診
を
、

都
会
で
は
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
称
し
て
い

ま
す
。
心
配
や
不
眠
が
主
な
理
由
で

あ
っ
た
り
、
何
日
も
前
か
ら
の
症
状
で

時
間
外
受
診
し
た
り
す
る
こ
と
に
、
医

師
と
し
て
抵
抗
感
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
急
を
要
す
る
病
気
か
否
か
判
断
す

る
こ
と
は
、
医
師
で
も
難
し
い
の
で
一

方
的
に
非
難
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。魚
沼
基
幹
病
院
が
出
来
る
ま
で
は
、

県
立
十
日
町
病
院
は
十
日
町
圏
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
魚
沼
圏
域
救
急
の
最
後
の

砦
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
意
気

込
み
は
あ
っ
て
も
医
療
者
不
足
で
す
の

で
、
都
会
の
大
病
院
の
よ
う
な
至
れ
り

尽
く
せ
り
の
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
か
ら
は
苦
言
も
寄
せ
ら
れ
ま
す

が
、
山
間
僻
地
に
は
珍
し
い
救
急
や
災

害
医
療
に
熱
心
な
病
院
と
し
て
、
住
民

の
安
心
に
寄
与
し
て
い
る
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

　
病
気
は
い
つ
・
誰
に
起
こ
る
か
、
詳

し
い
予
測
は
つ
き
ま
せ
ん
。
私
を
例
に

取
れ
ば
、
高
血
圧
で
メ
タ
ボ
肥
満
も
加

わ
り
、
外
食
の
誘
い
も
多
く
、
飲
食
は

あ
ま
り
制
限
し
て
い
な
い
の
で
、
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
や
が
ん
の
予
備
軍
で

す
。
し
か
し
、
心
筋
梗
塞
と
脳
卒
中
と

が
ん
の
い
ず
れ
が
早
い
か
、
何
年
後
な

の
か
医
師
の
私
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

病
気
の
確
率
予
想
が
降
水
確
率
並
み
な

ら
す
ば
ら
し
い
の
で
す
が
、
実
感
と
し

て
は
地
震
予
測
に
近
い
で
し
ょ
う
か
。

「
降
水
確
率
は
10
％
だ
か
ら
傘
は
要
ら

な
い
」
と
言
え
ば
納
得
で
す
が
、「
手

術
の
危
険
度
5
％
で
す
か
ら
覚
悟
が
必

要
で
す
」
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
の
確
率
は

病
気
が
軽
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
確
率

が
低
く
て
も
自
分
に
起
こ
れ
ば
大
騒
ぎ

で
す
。

　
予
測
が
難
し
い
地
震
に
は
、
耐
震
建

設
や
災
害
訓
練
が
重
要
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
病
気
の
備

え
も
、
救
急
医
療
や
災
害
医
療
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
こ
の
十
日
町
圏
域
は
、

新
潟
市
に
匹
敵
す
る
広
い
面
積
に
、
山

や
雪
と
い
う
自
然
の
障
害
物
が
あ
り
、

救
急
搬
送
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
救

急
搬
送
中
の
悪
化
を
少
な
く
す
る
た

め
、
現
場
へ
の
医
師
派
遣
（
ス
ポ
ッ
ト

型
ド
ク
タ
ー
カ
ー
）
や
救
急
搬
送
の
全

例
受
け
入
れ
に
よ
る
早
期
診
断
、
搬
送

前
治
療
に
努
力
し
、
都
会
の
対
応
を
超

え
て
い
る
地
域
で
あ
る
と
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
救
急
病
院
へ
の
搬
送
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、
満
床
や
専
門
医
不
在
を
理
由

に
し
た
受
け
入
れ
拒
否
（
通
称
「
た
ら

い
回
し
」）
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
次
医
療
機
関
か
ら
三
次
救
急
（
基
幹

病
院
）
へ
の
搬
送
依
頼
に
も
、
患
者
の

救
急
医
療
を
支
え
る

■問合せ
　地域中核病院建設推
　進室　☎ 757-3187

県立十日町病院長　塚田　芳久さん

様
態
に
つ
い
て
厳
し
い
選
択
を
受
け
、

紹
介
す
る
に
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り

ま
す
。
全
国
的
に
救
急
車
受
け
入
れ
困

難
状
態
が
日
常
化
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
す
か
ら
、

県
立
十
日
町
病
院
に
は
南
魚
沼
圏
域
や

小
千
谷
圏
域
な
ど
他
圏
域
か
ら
の
搬
送

依
頼
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
立
十
日
町
病
院
の
救
急
搬
送
受
け
入

れ
は
、
平
日
や
休
日
の
区
別
な
く
、
1

日
5
台
前
後
と
平
均
し
て
い
ま
す
。
救

急
車
を
依
頼
す
る
病
状
発
生
は
、
曜
日

に
関
係
な
く
均
一
に
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
救
急
車
搬
送
受
け
入
れ
以
外
に
も
、

県
立
十
日
町
病
院
の
時
間
外
診
療
患
者

数
は
年
間
1
万
人
近
く
（
1
日
20
人
以

上
）
に
な
り
ま
す
。
一
般
に
医
療
機
関

の
診
療
受
付
時
間
は
、
平
日
8
時
間
、

土
曜
日
4
時
間
で
す
。
さ
ら
に
十
日
町

圏
域
は
、
休
日
在
宅
当
番
医
制
度
と
し

て
日
中
の
8
時
間
が
加
わ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
診
療
受
付
時
間
は

1
週
間
52
時
間
と
な
り
、
夜
間
を
含
め

た
1
週
間
（
１
６
８
時
間
）
の
う
ち
の

約
3
割
と
な
り
ま
す
。
残
る
7
割
の
時

間
帯
の
受
診
に
備
え
る
、
自
治
体
や
医

師
会
立
の
急
患
セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
要
望
が
あ
れ
ば
診
療
を
断
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
病
院
は

閉
院
時
間
で
す
か
ら
、
本
来
入
院
患
者

に
対
応
す
る
日
当
直
医
が
1
人
で
診
察

に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
診
察
医

の
判
断
で
、
必
要
な
専
門
医
や
応
援
の

医
師
と
し
て
、
非
番
の
拘
束
医
師
を
呼

び
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内
科
医
は

数
日
毎
に
、
当
直
や
拘
束
当
番
が
回
っ

て
き
ま
す
が
、
日
中
業
務
は
通
常
通
り

行
い
、
代
休
を
取
れ
る
状
況
に
な
く
長

時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
小

児
科
医
な
ど
1
人
の
常
勤
医
か
ら
な
る

診
療
科
も
多
く
、「
す
ぐ
に
専
門
医
の

診
察
が
希
望
だ
」「
主
治
医
は
診
て
く

れ
な
い
の
か
」
な
ど
の
要
望
に
応
え
ら

れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
若
手
の
医

師
の
中
に
は
「
十
日
町
病
院
の
忙
し
さ

は
、
大
病
院
の
忙
し
さ
と
違
い
、
専
門

を
超
え
た
幅
広
い
病
気
に
対
応
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
恐
ろ
し
い
」
と

　
新
潟
県
で
は
、
医
療
機
関
が
休
み
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
の
夜
間
に
、

子
ど
も
の
急
病
で
困
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
「
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
実
施
日
時

：

土
・
日
曜
日
、
祝
日
及

び
年
末
年
始
の
午
後
7
時
〜
10
時

◇
専
用
電
話

：

☎
０
２
５

｜

２
８
８

｜

２
５
２
５
※
携
帯
電
話
ま
た
は
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
で
、
＃
８
０

０
０
と
押
し
て
も
つ
な
が
り
ま
す

◇
料
金

：

無
料
（
電
話
料
金
負
担
）

◇
そ
の
他

：

「
に
い
が
た
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
（ h

ttp
:/

/
q
q
.n

iig
a
ta

-

iy
a
k

u
.jp

/
 

）
」
で
小
児
救
急
冊
子

「
こ
ど
も
の
急
病
・
事
故
」
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

言
っ
て
、
出
張
を
敬
遠
す
る
若
手
医
師

が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　
他
の
地
域
で
は
死
語
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は
「
お
医
者
様
」
と
し
て

大
切
に
扱
っ
て
く
れ
る
人
が
大
勢
い
ま

す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
医
師
不
足
が

言
わ
れ
始
め
た
こ
の
数
年
間
で
す
が
、

常
勤
医
が
減
ら
ず
に
い
る
魚
沼
圏
域
で

唯
一
の
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
病
院
医

師
確
保
に
は
、
国
の
施
策
に
従
っ
て
、

第
一
の
主
治
医
を
開
業
医
や
近
く
の
病

院
と
し
、
救
急
や
第
二
の
主
治
医
と
し

て
十
日
町
病
院
を
扱
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
急
性
期
は
十
日
町
病
院
の
病
床
を
使

い
、
す
っ
か
り
元
に
戻
っ
た
わ
け
で
な

く
て
も
、
病
状
が
安
定
し
た
ら
療
養
型

病
床
や
在
宅
療
養
に
移
行
す
る
こ
と
に

も
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
病
気
が
一
番
で
す
が
、

国
の
事
情
や
地
域
の
状
況
も
ご
勘
案
い

た
だ
き
、
病
院
を
有
効
に
大
切
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
す
。

　
９
月
９
日
は
救
急
の
日
、
こ
の
日
を
含
む
９
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
が
救
急
医
療

週
間
で
す
。

　
昨
年
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
が
対
応
し
た
医
療
機
関
へ
の
搬
送
回
数
は
２
、
４

２
０
回
。
こ
の
う
ち
十
日
町
圏
域
（
十
日
町
市
と
津
南
町
の
エ
リ
ア
）
の
病
院
へ
の

搬
送
は
、
県
立
十
日
町
病
院
が
１
、
８
４
３
件
（
76
・
２
％
）、
県
立
松
代
病
院
は
１

２
３
回
（
５
・
１
％
）、
厚
生
連
中
条
病
院
は
29
回
（
１
・
２
％
）、
㈶
上
村
病
院
は

37
回
（
１
・
５
％
）、
町
立
津
南
病
院
は
１
４
５
回
（
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
医
療
と
い
っ
て
も
そ
の
症
状
に
よ
っ
て
比
較
的
軽
度
の
も
の
か
ら
重
篤
な
も

の
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
受
診
す
る
医
療
機
関
も
時
間
帯
や
曜
日
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
十
日
町
圏
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
医
療
に
尽
力
し
て
い
る
県
立
十
日
町
病
院
長
の
塚
田
芳
久
さ
ん
か
ら
、
県

立
十
日
町
病
院
の
救
急
医
療
対
応
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

新
潟
県
小
児
救
急
医
療

電
話
相
談
事
業

十
日
町
圏
域
の
救
急
医
療

　
〜
県
立
十
日
町
病
院
の
救
急
医
療
現
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
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十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会
は
、
地

域
内
の
13
の
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
者
に
よ
る
発
表
会
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
村
山
駿

さ
ん
（
松
之
山
中
３
年
）
は
、「
輝
き
」

と
題
し
て
、
自
分
の
ス
キ
ー
競
技
体
験

と
、
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
た
後

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
９
月
24
日
㈯
に
長
岡

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
新
潟
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
審
査
結
果
を
待
つ
間
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
部
で
は
、
南
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ

新潟県少年の主張大会 
～わたしの主張～

十日町・中魚沼地区大会　最優秀賞は村山駿さん

発
表
し
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

◆
最
優
秀
賞

　

村
山
　
駿
（
松
之
山
中
３
年
）

◆
優
秀
賞

　

宮
沢
佑
花
（
水
沢
中
３
年
）・
齋
喜

春
香
（
津
南
中
２
年
）

◆
特
別
賞
・
記
者
ク
ラ
ブ
賞

　

高
橋
芽
生
（
川
西
中
２
年
）

◆
奨
励
賞

　

進
藤
光
基
（
吉
田
中
３
年
）・
児
玉

怜
美
（
南
中
３
年
）・
佐
藤
里
紗
（
中

条
中
３
年
）・
小
宮
山
紗
理
（
下
条

中
２
年
）・
小
林
公
介
（
上
郷
中
３

年
）・
涌
井
聖
奈
（
十
日
町
中
１
年
）・

高
橋
芽
生
（
川
西
中
２
年
）・
山
田

太
政
（
中
里
中
３
年
）・
神
戸
隆
太

（
津
南
中
等
３
年
）・
佐
藤
稜
（
松
代

中
３
年
）

　８月９日㈫、市民会館で「新潟県少年の主張大会～わたしの主張～十日町・中魚沼地区大会」が行われ

ました（主催：新潟県十日町地域振興局）。この発表会は、中学生が日常の暮らしの中で感じたこと、考

えていることについて発表することで、自らが健康な体や心を育むことに努め、また、住民の皆さんにも

中学生が感じていることへの理解を深めてもらうことを目的として毎年開催しています。

ま
し
た
。
ま
た
、
司
会
進
行
を
２
人
の

中
学
生
が
務
め
る
な
ど
、
発
表
以
外
の

場
面
で
も
中
学
生
が
活
躍
す
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

最優秀賞の村山駿さん（中央）、優秀賞の宮沢佑花さん（左）
と齋喜春香さん（右）

司会役の山田崇真さん（下条中２年）と田中
美月さん（下条中３年）

【
十
日
町
市
の
自
殺
の
状
況
】

　
十
日
町
市
の
自
殺
死
亡
率
は
国
・
県

の
平
均
よ
り
も
高
く
、
県
内
の
20
市
の

中
で
も
自
殺
率
が
高
い
状
況
で
す
。
性

別
で
は
男
性
が
女
性
の
約
２
倍
で
、
40

〜
50
代
の
働
き
盛
り
の
男
性
と
80
歳
以

上
の
女
性
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
・
動
機
は
、「
不
詳
」

に
続
き
、「
健
康
問
題
」
が
２
位
、「
家

庭
問
題
・
男
女
問
題
・
経
済
生
活
問
題
・

勤
務
問
題
」が
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
市
で
は
精
神
科
医
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
」
や
臨
床
心
理
士
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
の
他
、
無

料
法
律
相
談
や
多
重
債
務
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
毎
月
25
日
号
市
報

ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
新
潟
い
の
ち
の
電
話
】

　
☎
０
２
５
―
２
８
８
―
４
３
４
３

　
※
毎
日
24
時
間
受
付

■
問
合
せ

　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

　
☎
７
５
７
―
９
７
６
４

必
要
に
応
じ
て
専
門
家
へ
の
相
談
を

勧
め
る

【
災
害
後
の
こ
こ
ろ
と
体
】

　
十
日
町
市
は
豪
雪
・
地
震
・
水
害
と

度
重
な
る
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。
災
害

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
や
喪
失

体
験
を
経
験
し
、
不
眠
や
不
安
、
イ
ラ

イ
ラ
感
や
抑
う
つ
な
ど
の
反
応
が
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
反
応
が
長
引
く
場

合
は
精
神
科
医
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

【
自
殺
に
至
る
ま
で
の
経
過
】

　
自
殺
は
、
個
人
の
意
思
や
選
択
の
結

果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
実

際
に
は
、
身
体
疾
患
、
負
債
、
過
労
、

職
場
環
境
の
変
化
、
家
庭
の
不
和
、
生

活
苦
、
う
つ
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

（
平
均
４
つ
）
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
人
の
直
前
の
心
の
健

康
状
態
は
、
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
中
で
も
う
つ
病
の
割

合
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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（１位）（20市中）
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2

7
5

13

26

12
15

11

10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～

（人） 十日町市 男 十日町市 女

0

5

10

15

20

25

30

（歳）

1 22
5

1

9 5

19

十日町市の自殺死亡者数
性別・年代別自殺者数推移（H17〜21年）

【
予
防
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
？
】

《
自
分
自
身
が
で
き
る
こ
と
》

①
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
１
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
他
の
人
に
相
談
す
る

②
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
、
適
度
な

運
動
を
続
け
る

③
積
極
的
に
休
養
を
と
り
、
柔
軟
な
思

考
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
生

活
す
る

④
「
う
つ
病
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ

た
時
は
早
め
に
精
神
科
や
心
療
内
科

を
受
診
し
た
り
、
保
健
所
や
市
の
保

健
師
な
ど
に
相
談
し
た
り
す
る

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
命
を
守
ろ
う

◆
９
月
は
「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」
で
す
。

　
〜
た
っ
た
１
人
の
あ
な
た
で
す
　
た
っ
た
１
つ
の
命
で
す
〜

《
周
囲
が
で
き
る
こ
と
》

　
自
殺
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
前
も
っ

て
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
で
未
然
に
防
げ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
次
の
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
本
人
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
く

②
休
養
を
勧
め
る

③
本
人
の
変
化
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
き
、

14市報とおかまち　平成23年9月10日号市報とおかまち　平成23年9月10日号15



第17回十日町石彫シンポジウム

信濃川釣り大会
午前６時～ 11時

（受付５時30分～、計量・表彰11時30分～）

　信濃川で釣れた魚の大きさや重量などを競います。

●集合場所：つまりっ子ひろば

●参加料：１人500円

●釣り場：ほくほく線信濃川鉄橋～妻有大橋の間

●表　彰：大物賞・数釣り賞など

●申込み：当日受付

●その他：仕掛けやエサなどは参加者で準備して

　　　　　ください。

信濃川のサケを味わってみよう
正午～午後１時　※無くなり次第終了

　今年、信濃川に戻ってきたサケが入った「特製

サケ汁」が味わえます。　

●その他：サケが捕れない場合は、食材を変更す

　　　　　ることがあります。

　焼きそば・ソーセージ・ビール・ジュースなど

のほか、焼き魚（イワナ・ヤマメ）の販売

飲食ブース
午前11時～午後４時

　わたしたちのふるさとの大河、信濃川。流域住民の心の中から遠ざかりつつあった信濃川を、見

て・感じて・楽しみ・親しんでもらいながらその距離を近づけ、みんなでこれからの信濃川のある

べき姿をいっしょに考えていきましょう。

９月25日㈰開催
会場：つまりっ子ひろば（妻有大橋右岸たもと）

信濃川 みんなで川ごったく
～来て・見て・遊んで・食べてみよう～

●申込み・問合せ　信濃川水なしサミット実行委員会事務局（信濃川・清津川対策室内　☎757-3198）

　信濃川付近の水生生物や沿川に生息する植物や

昆虫・野鳥の観察会。

●対　象：十日町市・津南町の幼児と小・中学生

　　　　　（幼児と小学校低学年は保護者同伴）

●参加料：１人200円　※観察ガイドブック１冊

　　　　　400円（必要な人のみ）

●コース：①水生生物観察コース　

　　　　　②植物観察コース　

　　　　　③昆虫観察コース　

　　　　　④野鳥観察コース

●申込み：９月20日㈫まで（事前申込み必要）

第10回 水辺の楽校
午前10時～正午（受付９時～）

　ラフティングボートでの川下りから、ふるさと

信濃川の新たな発見と体験ができます。　

●集合場所：つまりっ子ひろば

●対　象：初心者（幼児・小学生は保護者同伴）

●体験料：１人500円

●定　員：各回先着30人程度

●コース：つまりっ子ひろば～中条下島堤防（約３㎞）

●申込み：当日受付　　

●その他：ぬれてもよい服装・履物で参加

信濃川体感　ラフティング川下り体験
午前10時～午後４時30分（出発予定時間：①
10時30分②正午③１時30分④３時）

つまりっ子　ニジマスのつかみ取り
午前の部／午前11時30分～午後12時30分
午後の部／午後２時30分～３時30分

　ニジマスのつかみ取り。捕った魚はその場で塩

焼きにできます。

●対　象：幼児から中学生

●参加料：無料

●その他：必ず素手でつかむこととします。ケガ

　　　　　防止のため、ぬれてもよい履物（長靴・

　　　　　サンダルなど）で参加してください。

カヌー・カヤック体験
午前10時～午後３時

　地元カヌー愛好家の指導による、カヌーやカヤ

ックの乗船体験ができます。

●集合場所：つまりっ子ひろば

●対　象：小学生以上

●体験料：無料

●コース：妻有大橋付近

●申込み：当日受付

●その他：ぬれてもよい服装・履物で参加

※当日の天候や信濃川の水量によってはイベントの中止、または一部実施できないものがありますので、ご了承ください

　７月29日㈮から市総合体育館北側広場で、３人の作家により制作が行われていた第17回石彫シン

ポジウム（主催：十日町石彫シンポジウム実行委員会）は、８月20日㈯に会期を終了、除幕式が行

われました。芸術文化のかおるまちづくりを目指して、平成７年度から取り組まれてきたこの事業で

制作された作品は、今回で77点となりました。魂のこもった力作をぜひ現地でご覧ください。

■問合せ：生涯学習課（中央公民館内）☎757-8918

第17回十日町石彫シンポジウム

設
置
場
所

：

本
町
２
　

　
　
　
　
　
Ａ
コ
ー
プ
十
日
町
店
前

設置場所：ほくほく線十日町駅前
　　　　　西中央通り線歩道

横
山
　
徹
さ
ん

（
神
奈
川
県
秦
野
市
・
57
歳
）

「
環か

ん

」

設置場所：本町２　北越銀行十日町支店前

　
ヒ
ゲ
が
生
え
た
愛
ら
し
い
表
情
と
体

の
お
も
し
ろ
い
形
な
ど
、
親
し
み
の
あ

る
鯰
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
触
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
愛
さ
れ
る
鯰
に
な
れ
ば

と
て
も
幸
せ
で
す
。

伊
藤
　
哲
一
さ
ん

（
千
葉
県
館
山
市
・
37
歳
）

「
鯰な

ま
ず

」

　バス停でバスを待ってい

るウサギ、雪深いまちの春

を待つウサギです。バス停

の近くなので、サイズが少

し小さめですが、バスを待

つ人たちに喜んでもらえれ

ば嬉しいです。

「マチウサギ」
塚本　悦雄さん

（青森県弘前市・49歳）

　「
環
」
は
輪
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
輪
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り

ま
す
。
入
り
日
に
見
え
た
り
、

太
陽
や
月
に
見
え
た
り
と
い
う

ふ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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◇時間：午後７時～８時30分　◇会場：情報館
◇受講料：3,000円　◇定員：先着30人
◇講師：藤井信行、シャハリアル アハメド、
　　　　小出瑞康
◇申込締切：９月30日㈮

　この講座では、原子力・火力エネルギーや太陽
エネルギー、燃料電池などの新エネルギー技術に
ついて、その原理とエネルギー利用の現状を解説
します。

回数 期日 テーマ
第１回 10月４日㈫ エネルギーと環境問題（藤井）

第２回 10月12日㈬
世界のエネルギー事情（シャ
ハリアル）

第３回 10月19日㈬ 放射線の科学（小出）

講座①講座②講座⑤

講座③講座④

講座⑥

◇時間：午後７時～８時30分　◇会場：情報館
◇受講料：3,000円　◇定員：先着30人
◇講師：阿部雅明
◇申込締切：10月６日㈭

　「交通渋滞はなぜ発生するのか」という身近な問
題から、「地球温暖化や廃棄物処理などのさまざま
な環境問題が一向に改善されないのはなぜか」と
いった問題まで、その原因について経済学を使っ
て説明し、環境問題解決に向けて本当に必要な取
り組みとは何かを考えていきます。

回数 期日 テーマ

第１回 10月11日㈫
「情けは人のためならず」を
経済学で考える

第２回 10月18日㈫
タダより高いものはない～環
境問題悪化の原因について～

第３回 10月25日㈫ 成長の限界と持続可能な発展

◇時間：午後７時～８時30分　◇会場：情報館
◇受講料：3,000円　◇定員：先着30人
◇講師：阿部雅明
◇申込締切：10月７日㈮

　東日本大震災は平安時代初期に発生した貞観地
震に似ているという指摘があります。奈良時代か
ら戦国時代にかけて発生した災害に対して、当時
の人々がどのように対処していたのかについて、
文献史学に焦点を当てて考察します。

回数 期日 テーマ

第１回 10月12日㈬
謎の貞観地震～三陸海岸と新潟
県沿岸を襲った大地震と津波～

第２回 10月19日㈬
平安時代の災害～新潟県域の
多様な災害と民衆～

第３回 10月26日㈬
鎌倉～室町、戦国時代の災害
～地震、黄砂、泥雨～

◇時間：午後７時～８時30分　◇会場：情報館
◇受講料：3,000円　◇定員：先着30人
◇講師：渡邉孝一郎
◇申込締切：10月７日㈮

　2010年に流行した「もしドラ」。老若男女を問
わず、経営学を分かりやすく学べるということで
評判です。マネジメントの基礎を学び、もしドラ
のエッセンスを地域のマネジメントに活用し、ま
ちづくりの課題に取り組みます。

回数 期日 テーマ

第１回 10月13日㈭
マーケティングを学び、地域
を考える

第２回 10月20日㈭
マネジメントを学び、地域を
考える

第３回 10月27日㈭
まちづくりを学び、地域を考
える

◇時間：午後７時～８時30分　◇会場：情報館
◇受講料：3,000円　◇定員：先着30人
◇講師：星野三喜夫
◇申込締切：10月24日㈪

　「日本人はなぜ英語が苦手なのか」をひも解き、
米国オバマ大統領の就任演説や、米国人向けの自
然なリズムとスピードの英語放送を聴くことを通
して、日本人が学ぶべき「プラスアルファの英語
力」を身に付けます。一歩上のレベルの英語を目
指す人に特にお勧めです。

回数 期日 テーマ

第１回 10月27日㈭
日本人はなぜ英語が苦手な
の？

第２回 11月10日㈭
米国文化を理解しながらオバ
マ大統領就任演説を聴く

第３回 11月17日㈭ 英語のリスニング力を極める

◇時間：午後７時～８時30分　◇会場：情報館
◇受講料：3,000円　◇定員：先着30人
◇講師：蓮池薫、伊東真美、金光林
◇申込締切：10月27日㈭

　韓国と日本の言語や食文化の違いを、歴史的・
思想的な背景から浮き彫りにすることで、新たな
韓国理解につなげます。また、東アジア全体の中
での韓国の経済的・文化的な役割と今後の可能性
について、日本や中国と比較しながら考察します。

回数 期日 テーマ

第１回 11月１日㈫
似ていて違う日韓の言語文化

（蓮池）

第２回 11月８日㈫
韓国の食文化（伊東）～美容
食と伝統的な宮廷料理～

第３回 11月15日㈫
最近の国際社会における韓国
の存在感（金）

　10月から11月にかけて新潟産業大学の講師に

よる６つの公開講座が市内で行われます。

　新潟産業大学は、昨年から行われている十日町

市ビジネスコンテスト『トオコン』などをきっか

けに十日町市と関わりを持ち、今後も市民の皆さ

んとの関係を深めた活動を展開していきます。

　そこで今回は、市民の皆さんに大学のことを

知ってもらう取り組みの一環として、どなたでも

受講できる公開講座を開催します。

　大学で教えるレベルの授業を分かりやすく学べ

ます。社会人、高校生、老若男女を問わず、大勢

の皆さんが受講できます。ぜひ申し込んで参加し

てください。

◇講座の申込み方法

①講座名・郵便番号・住所・氏名・電話番号・年

齢・性別を記載の上、はがき・ファックス・電

子メールのいずれかで申し込んでください。

②受講料は、各講座3,000円（３回分）です。

　※高校生及び新潟産業大学生は無料

　講座初日の受付で支払ってください。

③申込み人数が４人以下の場合は、不開講になり

ます。その場合、締め切り日またはその翌日に

申込者に連絡します。

◇申込み

　情報館　〒948-0072十日町市西本町２

　☎750-5100　FAX750-5103

　電子メール：library@city.tokamachi.niigata.jp

◇申込み・問合せ

　新潟産業大学 教務課・生涯学習センター

　☎0257-24-8441

エネルギーを考える経済学による処方箋
～交通渋滞から環境問題まで～

英語にマルチビタミン注入！
～本格的に英語を学びたい人のための英語教室～

災害対処の文化史
～中世においては自然災害にどう対処したのか～

もしドラから地域を考える
～マネジメントを学び、地域を考える～

韓国を読み解くキーワード

新潟産業大学2011
公開講座in十日町
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ルドシートは約40％が未使

用ということになります。昨

年中の県内の自動車乗車中の

交通事故による死者のうち、

シートベルト非着用者は24

人いましたが、その中でシー

トベルトをしていれば助かっ

た可能性が高いと考えられる

人が15人います。シートベルトやチャイル

ドシートは、万が一の事故のとき、運転者や

同乗者の身を守る「大切な命綱」です。車に

乗ったら必ず全ての座席でシートベルトを着

用し、子どもを乗せるときはチャイルドシー

トを使用する習慣をつけましょう。

●問合せ：防災安全課交通防犯係

　　　　　☎757-3197

シートベルト着用の徹底

８月の十日町警察署管内の交通事故

◆発生件数：21件

◆死 者 数：１人

◆傷 者 数：28人

No.13　（夏）大根 高冷地で育った、真っ白でやわらかくまっすぐな大根です。
みずみずしく、漬物はもちろんサラダでもおいしく食べられます。

新潟県交通安全
マスコット
ルルちゃん

　昨年10月に行われたシートベルト着用率

の全国調査によると、一般道での新潟県の着

用率は、運転席・助手席ではそれぞれ全国

平均が97.3％と92.2％なのに対し、96.5％

と91.4％と若干下回っていますが、後部座

席では全国平均の33.1％に対し51.8％と上

回っています。また、今年５～６月にかけて

行われたチャイルドシート使用率の全国調査

では、全国平均の57.0％に対し、新潟県は

60.5％と、こちらも全国平均を上回ってい

ました。しかし、見方を変えると、後部座席

では約50％がシートベルト未着用、チャイ

　市では、市政運営の最上位に位置づけるまちづくりのための計画として、十日町市総合計画後期基本

計画を平成22年度に策定し、平成23年４月からこの計画の実現に向けた市政の運営に取り組んでいます。

市の現状や課題、市が実施している事務事業やサービスに対する市民の皆さんの評価などを把握するため

に、６月中旬にアンケート調査を実施しました。その結果がまとまりましたので概要をお知らせします。

結果の詳細は、市ホームページ、市役所、各支所、各公民館及び情報館でご覧になることができます。な

お、総合計画の実現に向けて、今後も毎年このアンケート調査を行いますので、ご協力ください。

■問合せ： 企画政策課企画政策係　☎757-3193

十日町市総合計画（まちづくり）に関するアンケート
調査結果を報告します

十日町市総合計画（まちづくり）に関するアンケート
調査結果を報告します

①
概
要

■
調
査
対
象
者

：

市
内
に
在
住
す
る
満

20
歳
以
上
の
市
民
（
無
作
為
抽
出
）

■
実
施
期
間

：

６
月
８
日
㈬
～
20
日
㈪

■
調
査
方
法

：

郵
送
で
無
記
名
に
よ
る

回
収
。（
調
査
票
配
布
数
３
、０
０
０

通
、
回
答
数
１
、
２
４
６
通
、
回
収

率

：

41
・
５
％
）

■
調
査
内
容

：

暮
ら
し
に
つ
い
て
の
分

野
別
満
足
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
施
策
重
要
度
な
ど
。

②
主
な
結
果
（
抜
粋
）
及
び
傾
向

◆
暮
ら
し
に
つ
い
て
（
満
足
度
）

《
全
体
の
傾
向
》

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
と
主
な
結
果

《
年
齢
別
》

　「
雇
用
を
生
み
出
す
産
業
の
創
出
」

が
、
い
ず
れ
の
年
代
に
お
い
て
も
重
要

度
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
中
山
間
地
域
の
活
性
化
」
や
「
住
宅

や
山
間
集
落
の
克
雪
対
策
の
充
実
・
支

援
」
は
、
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り
、「
学
校
や
学
校
関
連

施
設
の
整
備
」
や
「
児
童
福
祉
の
充
実
」

は
、
30
代
が
極
め
て
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。

《
地
域
別
》

　
全
体
を
見
る
と
、
市
街
地
と
そ
れ
以

外
の
地
域
で
の
重
要
度
に
対
す
る
考
え

の
差
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

徴
と
し
て
は
、
松
代
地
域
、
松
之
山
地

域
で
は
、「
中
山
間
地
域
の
活
性
化
」

や
「
住
宅
や
山
間
集
落
の
克
雪
対
策
の

充
実
・
支
援
」
を
重
要
と
考
え
る
割
合

が
他
地
域
に
比
べ
て
高
い
傾
向
に
あ

り
、
十
日
町
地
域
で
は
「
地
籍
調
査
の

推
進
と
わ
か
り
や
す
い
住
居
表
示
へ
の

改
善
」
が
、
十
日
町
西
地
域
で
は
、「
芸

術
・
文
化
活
動
の
奨
励
」
や
「
商
店
街

の
活
性
化
」
の
割
合
が
相
対
的
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

《
年
齢
別
》

　
全
体
の
傾
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た

が
、
特
徴
と
し
て
は
、
年
代
が
上
が
る

と
全
体
的
に
満
足
を
感
じ
て
い
る
度
合

0

5

10

15

20

25

30

上
下
水
道
の

整
備

◆満足と答えた割合の
　高い項目

27
・
6
％

学
校
教
育
の

充
実

19
・
3
％

健
康
づ
く
り
の

推
進

16
・
4
％

地
域
と
と
も
に
歩
む
特
色

あ
る
教
育
活
動
の
推
進

16
・
2
％

交
通
安
全
対
策
の

推
進

13
・
7
％

（％）

0

10

20

30

40

50

雇
用
を
生
み
出
す

産
業
の
創
出

49
・
4
％

商
店
街
の
活
性
化

43
・
3
％

工
業
の
振
興

30
・
1
％

地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
の
創
出

28
・
7
％

多
様
な
連
携
・
交
流

に
よ
る
産
業
の
創
出

26
・
7
％

◆不満と答えた割合の
　高い項目
（％）

0

10

20

30

40

50

60

雇
用
を
生
み
出
す

産
業
の
創
出

地
域
医
療
の

充
実

高
齢
者
福
祉
の

充
実

担
い
手
の

育
成
・
確
保

冬
期
間
の

交
通
確
保

53
・
0
％

39
・
2
％

34
・
1
％

32
・
1
％

31
・
5
％

（％）

◆重要であると答えた
　割合の高い項目

0

1.0

2.0

3.0

4.0

2.
9
％

3.
0
％

3.
5
％

3.
7
％

4.
0
％

治
山
治
水
事
業
の

推
進

男
女
共
同
参
画
の

ま
ち
づ
く
り

地
域
自
治
組
織
の

育
成

上
下
水
道
の

整
備

生
き
が
い
づ
く
り

の
推
進

（％）

◆重要であると答えた
　割合の低い項目

い
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

《
地
域
別
※
》

　
各
地
域
と
も
に
、「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
」に
対
す
る
満
足
度
が
比
較
的
高
く
、

「
商
工
業
」
に
対
し
て
は
満
足
度
が
低

い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
ご
と
に

満
足
度
に
違
い
が
見
ら
れ
た
項
目
も
あ

り
、
例
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
」
に
つ
い
て
は
吉
田
地
域
の
満
足
度

が
高
く
、「
農
道
・
用
排
水
施
設
の
整

備
」
で
は
川
西
地
域
の
満
足
度
が
高
い

割
合
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
高
齢

者
福
祉
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
十
日
町

西
地
域
、
中
条
地
域
、
水
沢
地
域
、
中

里
地
域
で
の
満
足
度
が
低
い
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。〔
※
地
域
の
分
類
は
以
下

の
11
の
区
分
…
十
日
町
地
域
（
十
日
町

中
学
校
区
）、
十
日
町
西
地
域
（
西
小

学
校
区
）、
十
日
町
南
地
域
（
川
治
小

学
校
区
）、
中
条
地
域
（
中
条
中
学
校

区
）、
下
条
地
域
、
吉
田
地
域
、
水
沢

地
域
、
川
西
地
域
、
中
里
地
域
、
松
代

地
域
、
松
之
山
地
域
〕

◆
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
（
取
り
組
み

　
の
重
要
度
）

《
全
体
の
傾
向
》

　中里地域にある小松原（標高1,000ｍ）の畑で生産された夏大根

の出荷が始まりました。写真は桑原直幸さん（田代）が栽培してい

る大根です。小松原畑は国営総合農地開発事業により整備された農

地で、苗場山麓から広がる広大な河岸段丘の高台にあります。高冷

地ならではの夏季の冷涼な気候を生かし、質の高い夏大根が栽培さ

れています。畑から手で収穫し、傷がつかないよう１本１本、手で

洗って土を落とします。真っ白でやわらかくまっすぐな大根は人気

があり、首都圏の高級百貨店などにも出荷され

ます。やわらかい夏大根の漬物は格別のおいし

さです。

〈収穫時期〉８月下旬～ 10月上旬

〈おいしい食べ方〉漬物、サラダ、煮物　など

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。



す
く
っ
て
飲
む
と
、
冷
た
い
水
が
喉
を

潤
し
、
ホ
ゥ
キ
ッ
パ
の
香
り
が
山
清
水

に
溶
け
込
ん
で
、
何
と
も
言
え
な
い
よ

い
香
り
が
し
ま
す
。
飲
み
終
わ
っ
た

ら
惜
し
気
も
な
く
捨
て
て
し
ま
い
ま
す

が
、
あ
た
り
に
無
尽
蔵
に
生
え
て
い
る

ホ
ゥ
キ
ッ
パ
で
ま
た
作
れ

ば
い
い
の
で
す
。

　

現
在
は
、
水
飲
み
場
に

は
コ
ッ
プ
が
備
え
て
あ
る

の
が
普
通
に
な
り
ま
し
た

が
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な

ホ
ゥ
キ
ッ
パ
で
作
っ
た
即

席
の
コ
ッ
プ
に
哀
愁
を
感
じ
る
人
は
古

い
タ
イ
プ
の
人
種
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
文
と
カ
ッ
ト　

高
橋
八
十
八
）

　

炎
天
下
の
山
仕
事
や
山
歩
き
は
、
暑

さ
と
の
闘
い
で
喉
が
渇
き
ま
す
。
こ
ん

な
時
は
「
蕗ふ

き

の
葉
で

一
息
に
飲
む
山
清

水
」
と
い
う
地
元
の

俳
人
の
句
が
頭
に
浮

か
び
ま
す
。

　

フ
キ
の
葉
は
、
こ

の
辺
の
方
言
で
は

﹃
ホ
ゥ
キ
ッ
パ
﹄
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
葉
を
図
の
よ
う
に
折
り
曲
げ
て
茎

の
繊
維
で
う
ま
く
結
ぶ
と
簡
単
な
ひ
し

ゃ
く
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
山
清
水
を

　芋川集落は倉俣地区の玄関口の

集落で、ゆくら妻有や清津川フ

レッシュパークなどの施設があり

ます。その清津川フレッシュパー

クの入口にある三角屋根の小屋を

4つつなげたような建物は、おと

とし中越震災復興基金を活用し建

設した、地域の交流拠点施設、通称“きよっつ”

です。これまでに地域のイベント「清津川川っぺ

り音楽祭」やフライングディスクゴルフ大会の事

務局、また倉俣地区の昔の写真展などを開きまし

た。先月は地元の子どもたちと神戸大学の学生

が、流木と草花を使ったワー

クショップで施設を活用しま

した。同集落の高橋敏昭さ

ん（61歳）は、「集落の人た

ちが夜な夜な集まってくれる

ような場所になるといいです

ね」と更なる利用方法に思い

を巡らせていました。

　８月23日㈫、中里総合センターで、「おもしろ！

自由研究大集合！」が小学生を対象に行われ、しょ

うゆ風味のキャラメル作りや、舟の実験に挑戦

しました。これは中里総合クラブYO-BEが企画。

キャラメル作りでは、お菓子にしょうゆが入るた

め、児童の皆さんはその味に心配そうな様子でし

たが、できたてのキャラメルを口に入れると、「お

いしい！」と満面の笑みを浮かべていました。ま

た、プラスチック板で作った舟をしょうゆで動か

そうという実験では、しょうゆを含ませたティッ

シュを乗せた舟が水の上をうまく進むと「なん

で？」と不思議がっていました。参加者の一人、

富井千奈美さん（田

沢小１年）は、「舟

がよく進んだので、

おもしろかった」と

不思議な舟に夢中に

なったようでした。

　８月21日㈰、山平地区にある蒲生・儀明・

寺田・名平集落の垣根を越えた交流イベント

『第１回山平☆仮装カラオケ大会』が儀明劇

場で開催されました。集まったのは老若男女

およそ40人。会が進むにつれ、聴き手、歌い

手ともにお酒で顔を赤くしながら歌や踊りに

盛り上がり、交流を深めていました。儀明の

村松竹一さんは、「こうした会が田舎の娯楽。

会場・設備を整えて次回からより盛大にやっ

ていきたい」と話していました。

産声をあげた
手作りのカラオケ大会

手拍子に合わせて熱唱

　
伊
沢
和
紙
は
、
江
戸
時
代
に
長
野
県

の
内
山
紙
の
技
術
が
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
、
傘
紙
や
障
子
紙
と
し
て
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
に
と
だ
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
２

年
に
孟
地
小
学
校
の
児
童
が
伊
沢
和
紙

を
す
い
て
卒
業
証
書
を
作
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、伊
沢
和
紙
工
房「
欅
」

が
平
成
15
年
に
開
設
。「
伊
沢
和
紙
ほ
た

る
in
犬
伏
宿
」
は
、
伊
沢
和
紙
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
平
成
15

年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
和
紙
を
使
っ

た
照
明
で
、
幻
想
的
な
空
間
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
は
ヴ
�
イ
オ

リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
域
の
歴
史

の
講
演
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
８
月
６
日
㈯
、
第
59
回
新
潟
青
年
大

会
軟
式
野
球
大
会
が
津
南
町
中
津
川
運

動
公
園
で
行
わ
れ
、
中
里
ク
ラ
ブ
（
服

部
靖
監
督
）
が
４
年
ぶ
り
、
２
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

中
里
野
球
連
盟
加
盟
11
チ
ー
ム
か
ら
の

選
抜
選
手
。
豪
雪
、地
震
、豪
雨
と
い
っ

た
災
害
の
影
響
で
、
全
体
練
習
が
で
き

な
い
中
、
迎
え
た
大
会
で
し
た
。

　
大
会
に
は
県
内
か
ら
５
チ
ー
ム
が
出

場
。
１
回
戦
、
準
決
勝
と
先
制
を
許
す

も
、
そ
の
後
は
堅
守
と
、
打
線
の
援
護

で
逆
転
勝
利
。
決
勝
の
津
南
ク
ラ
ブ
戦

で
は
初
め
て
先
制
し
ま
し
た
が
同
点
に

追
い
つ
か
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
両
者

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
ず
タ
イ
ム
ア
ッ

プ
。
大
会
規
定
に
よ
り
じ
�
ん
け
ん
で

勝
利
し
ま
し
た
。

　
服
部
監
督
は
、「
緊
迫
し
た
試
合
展

開
の
中
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
選

手
の
熱
い
気
持
ち
が
勝
利
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
チ
ー

　﹃
伊
沢
和
紙
ほ
た
る
in
犬
伏
宿
﹄
で

は
、
伊
沢
和
紙
を
使
っ
た
手
作
り
の
照

明
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

伊
沢
和
紙
ほ
た
る
in
犬
伏
宿

伊
沢
和
紙
の
照
明
作
品
募
集
中

◆
日
時

：

10
月
９
日
㈰
午
後
６
時

　
〜
※
作
品
点
灯
午
後
５
時

◆
会
場

：

伊
沢
和
紙
工
房
「
欅
」

　
　
　
　（
犬
伏
）

【
作
品
募
集
要
領
】

◆
伊
沢
和
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

　（
伊
沢
和
紙
工
房
で
販
売
）

◆
電
球
（
40
ｗ
以
内
）
を
使
用
し
、
大

き
さ
は
１
ｍ
×
１
ｍ
×
１
ｍ
以
内

◆
作
品
を
９
月
24
日
㈯
�
10
月
１
日
㈯

の
間
に
、
伊
沢
和
紙
工
房
に
持
参

■
問
合
せ

：

伊
沢
和
紙
工
房
「
欅
」

　
☎
５
９
５

｜

６
６
９
２

蛍
の
よ
う
に
や
さ
し
い
灯あ

か

り

応募作品は会場に展示されます

みんなで自由研究したよ

２
度
目
の
全
国
へ　

軟
式
野
球
大
会
で
Ｖ

ム
が
ま
と
ま
り
、
全
員
野
球
で
勝
ち

取
っ
た
勝
利
で
す
。
全
国
大
会
で
は
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
、
十
日
町
市
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
き
た
い
で
す
」
と
１
日
３
試
合

と
い
う
厳
し
い
日
程
の
中
で
得
た
勝
利

を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

全国大会は11月11日〜 14日に東京都で開催予定です

おしょうゆキャラメルまだかな？
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ホ
ゥ
キ
ッ
パ
の
ひ
し
ゃ
く
（
コ
ッ
プ
） 79

ホゥキッパのひしゃく（コップ）

たから
探し
たから
探し

芋川編
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◯75

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

75

服部　咲希
　　　ちゃん

はっとり　さきちゃん
平成21年2月1日生まれ
荒屋（写真左）

　咲希ちゃんのお気に入りはマル・モリ体操！よく
萌笑（もえ）お姉ちゃんと踊っています。他にも海
やプールなどで遊んだり、お絵かきしたりすること
が大好きです。最近はお絵かきが上手になりました。

蕪木　太輝
　　　ちゃん

かぶらき　たいきちゃん
平成19年10月18日生まれ
旭町（写真中）

　桃とメロンが好物の太輝ちゃん。仮面ライダ
ーオーズも大好きで、よく兄姉と３人で戦いごっ
こをして遊んでいます。夏は家族で海に５回も行
きました。海やプールで潜れるようになりました。

～
応
援
し
ま
す
健
康
づ
く
り
～
「
健
康
づ
く
り
支
援
店
！
」

　
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
け
れ

ど
、
外
食
を
利
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
人
に
お
ス
ス
メ
情
報
。

　
健
康
づ
く
り
の
面
か
ら
安
心
し

て
外
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
し

な
が
ら
食
事
環
境
を
提
供
し
て
い

る
店
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
配
慮
と

は
、
①
栄
養
成
分
表
示
な
ど
の
情

報
提
供
②
低
カ
ロ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー

や
野
菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

の
健
康
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
提

供
③
薄
味
対
応
や
半
分
サ
イ
ズ
選

択
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
④
禁

煙
フ
ロ
ア
な
ど
の
空
間
提
供
で

す
。
こ
れ
ら
の
健
康
づ
く
り
支
援

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
店

を
「
健
康
づ
く
り
支
援
店
」
と
し

て
県
な
ど
が
指
定
し
て
い
て
、
店

に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
利
用
す
る

店
が
「
健
康
づ
く
り
支
援
店
」
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
店
内
を
見
回
し

て
み
ま
し

ょ
う
。

健康に配慮した
空間の

提　供
下記のうち１つ以上を
提供します。

・終日禁煙実施
・喫煙室設置による完全分煙
・禁煙席設置による空間分煙
・禁煙タイム設定
・禁煙フロア設置

健康に配慮した
サービスの

提　供
下記のうち１つ以上を
提供します。

・半分サイズが選択可能
・うすあじ対応が可能
・野菜のおかわり可能

健康に配慮した
メニューの

提　供
下記のうち１つ以上を
提供します。

・低カロリーメニュー
・野菜たっぷりメニュー
・バランスメニュー
・油控えめメニュー
・おすすめカルシウムメニュー

栄養情報の

提　供
下記のうち１つ以上を
提供します。

・栄養成分表示
・食事バランスガイドを活用
　した表示

kcal
g
mg

　
十
日
町
市
の
健
康
づ
く
り
支

援
店
は
64
店
舗
あ
り
ま
す
（
平

成
22
年
９
月
現
在
）。
一
覧
は

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.p

re
f.n

iig
a
ta

.lg
.jp

/

to
k
a
m

a
c
hi_

k
e
nk

o
u
/

）
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

初心者でもすぐに夢中に！ ビーチボールバレー

　ビーチボールバレーは、ビーチボール（ビニール

製のボール）を使って行う４人制のバレーボールで

す。ボールは軽く柔らかいため指をケガする心配が

ありません。ボールの動きも緩やかで、簡単にボー

ルに触ることができ、経験の有無に関係なくプレー

できます。そのため、子どもから高齢者まで誰でも

いっしょに参加でき、気軽に楽しむことができるス

ポーツです。また、楽しむことを目的としながらも、

仲間同士のコミュニケーションを深め、さらに日頃

の運動不足の解消に十分効果があるところが魅力

です。

　1978年に、富山県で考案されたといわれている

このスポーツは、1992年に日本協会が立ち上がり、

全国に定着しました。市内では、平成21年からネー

ジュスポーツクラブが普及に取り組み、第２･第４

火曜日、第１･第３水曜日の定期的な教室や毎年開

催される大会のほか、講師の派遣も行いながら普及

に力を入れています。親子行事や町内会行事、職場

のレクリエーションなどでぜひ取り組んでみませ

んか。

※ビーチボールバレー教室・大会・講師派遣の詳細

は、NPO法人ネージュスポーツクラブ（☎752-

4377）まで気軽に問い合わせてください。

理想の店づくりは妥協せずに厳しく

中
学
・
高
校
時
代
に
友
達
に
料
理
を
出
し
た
と

き
、
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
こ
と
が
今
の
仕
事
を

や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
お
や
じ
が
日

本
料
理
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
は
違
う
分
野

に
進
も
う
と
思
い
、最
初
は
洋
食
を
選
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
日
本
料
理
の
良
さ
が

分
か
っ
て
き
て
、
約
７
年
前
に
こ
の
世
界
に
入
り

ま
し
た
。

地
元
に
戻
り
市
内
の
飲
食
店
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
そ
う
い
っ
た

志
の
あ
る
人
た
ち
と
勉
強
会
な
ど
を
し
て
刺
激
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
料
理
の
こ
と
が
少
し
ず
つ
分

か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
時
に
料
理
や
経
営
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
後
々
は
、
自
分
の
料
理

の
味
や
自
分
自
身
を
め
が
け
て
き
て
く
れ
る
よ
う

な
お
店
に
し
た
い
で
す
。「
地
に
足
が
つ
い
た
、

幹
の
太
い
お
店
」
そ
こ
だ
け
は
妥
協
し
な
い
で
自

分
に
厳
し
く
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

先月の太田留美さんからのバトンタッチ

高橋　優介 さん
1983年生

お料理処 たか橋　勤務
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　市内のものづくり事業所の技術力や製品を県内外に広くPRし、
新たな受注の獲得を図ろうと市では商品受注カタログを作成してい
ます。作成にあたっては、カタログの魅力や読み手の関心を高める
ために長岡大学と新潟産業大学の学生がリポーターとして協力。7
月下旬から取材が始まり、９月までには50社ほどの社長にインタ
ビューをします。参加した長岡大学４年の伊藤良樹さんは、「十日
町市の産業振興に少しでもお役に立てればと思いながら、大学生目
線で楽しく取材しています。」と感想を話します。十日町市ビジネスコンテストを通してきずなが深まった、大
学との新たな産官学連携。学生も企業訪問することで貴重な経験を積むことができます。カタログは来年２月頃
に完成する予定です。

産官学連携で商品受注カタログ作成中

　昨年放送されたドラマ『SPEC』の劇場版映画「SPEC ～天」の撮影が、
８月８日㈪～ 10日㈬になかさと清津スキー場で行われました。監督は
映画“20世紀少年”など数々の話題作品を世に送り出した堤幸彦さん。
撮影には「十日町市ロケ応援団」が全面協力し、スタッフ約80人の宿
泊や、食事の手配などを行いました。また、撮影慰労会では「十日町市
を有名にし隊ごったく」も食事を提供。堤監督は自身のブログで、「な
にもかもが親切でロケがしやすい十日町市。市の土地を使ってアートト
リエンナーレを開催するなど、厳しい自然と向き合いながらも、前向き
な町。仕事抜きで訪れたい場所です」と十日町市の印象を語っています。
映画「SPEC ～天」は2012年春公開予定です。

　７月末の水害に見舞われ、開催が危ぶまれていた山谷のお祭りが、
26日㈮夜から、規模を縮小して行われました。見晴らしの良い段丘
の上から十日町の明かりを眺めながら、煙火番付表に基づいて打ち上
げられる花火は、情緒たっぷり。20歳を記念した花火や、厄年の花
火もあり、身近な人の名前がアナウンスされると歓声が上がりました。

「いつもなら、参道にたくさんのぼんぼりがともされ、にわかも行わ
れるのですが、残念です」と、関口和夫さん（75歳）。その後吉田神
社では、豊栄舞の奉納があり、小学６年生の女子４人が、優雅な舞を
披露してくれました。（市民リポーター：門脇洋子さん）

　８月20日㈯、クロス10で新潟県境震災・東日本大震災チャリ
ティーライブ 「絆」が開催されました。十日町市出身のアーティ
ストたちによる歌や書道パフォーマンス、落語にコントが繰り広
げられました。会場に来ていた鈴木静子さん（57歳）は、「地域
の皆さんがこうして来てくださるのは感激して涙が出るほどあり
がたいですね。出演した高野千恵さんは自分の子どもと同い年な
ので特に印象に残りました」と語ってくれました。他にも「生の
歌声が聞けてよかった」などの声が聞かれました。ライブは正午
開演、午後４時終了と長時間にわたるものでしたが、第２部のお
笑いライブでも笑い声の絶えないものとなりました。

人気監督の映画ロケが行われました山谷吉田神社大祭奉納煙火

新潟県境震災・東日本大震災チャリティーライブ 「絆」

　

８
月
26
日
㈮
、
川
西
地
域
の
上
野
地
区
で
は
恒

例
の
上
野
大
仮
装
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
、
地
区
の
祭
り
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
今
年

で
47
回
目
を
迎
え
ま
す
。
会
場
の
上
野
中
央
通
り

に
は
、
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
仮
装

大
会
に
は
個
人
の
部
４
組
、
団
体
の
部
12
組
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
団

体
の
部
に
は
、
研
修
で
川
西
を
訪
れ
て
い
る
イ
ギ

リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
建
築
学
校
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

学
生
か
ら
も
３
組
の
参
加
が
あ
り
（
写
真
：
作
品

「
モ
ス
キ
ー
ト
・
ブ
ラ
ッ
ド
」）、
地
域
の
人
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

上
野
大
仮
装
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　８月27日㈯から11月５日㈯まで10回の予定で行われて
いる、「みんなで掘る笹山遺跡」発掘体験。初日の27日に
は事前に申し込みのあった11人が参加しました。この発掘
体験は、県内唯一の国宝が出土した笹山遺跡で縄文の息吹
を生で体験してほしいとの思いから実施。笹山遺跡では国
宝火焔型土器の出土から29年が経過したものの、周辺には
未調査の箇所があることから、本年度から25年度にかけて
約1,000㎡を学術発掘します。発掘体験では、博物館の学
芸員から道具の使い方や土器の見分け方などの説明を受け
た後、グループに分かれて試掘を行い、約100㎡を発掘体
験しました。友達といっしょに参加した太田温美さん（馬
場小５年）は、「貴重な体験ができました。掘るのは大変
だけど、みんなで楽しめました」と話しました。参加者を
随時募集しています。詳しくは博物館（☎757-5531）へ。

笹山遺跡で発掘体験

　８月25日㈭から27日㈯の３日間、中心市街地で十日町
おおまつりが開催されました。今年は打ち上げ場所の安全
性に考慮して奉納煙火大会を見送り、大雨警報の発令によ
り大民謡流し・明石万灯が中止となりましたが、八角神

み こ し

輿
のみこし渡御は例年どおり実施されました。「おいよい（お
祝い）！」のかけ声とともに、八角神輿は26日の午後から
諏訪神社周辺の町内を練り歩き、最終日の27日に神社へ
還御。諏訪神社協賛会長の島田一さん（神明町）は最後の
挨拶で、「豪雨災害で被災されている人もいる中で祭りを
開催させていただいた。“おいよい！”のパワーを明日へ
のエネルギーにしてもらえたら」と思いを話しました。

「おいよい！」を明日のエネルギーに

　８月22日㈪、奈良市で開催された全国中学校総合体育大会の陸上競技男子
1,500ｍで、富井寿大さん（中里中３年）が４分１秒64の県中学新記録をたた
き出し、みごとに優勝しました。市内の同大会での優勝は、平成になってか
ら３人目の快挙となります。29日㈪には市長・教育長を表敬訪問し、「優勝で
きたのも周りの応援や支援のおかげ。次は10月にある駅伝に全力を注ぎたい。
力を付け、箱根を走れるような選手になりたい」と今後の抱負を話しました。
市長は、「災害続きの十日町市に元気を与えてくれた。本当にありがとう」と
感謝の気持ちを伝えました。

富井寿
とし

大
ひろ

さん、全国大会でみごと優勝！
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タ
ク
ト
（
十
日
町
市
民
音
楽
協

会
）
と
キ
ナ
ー
レ
の
共
催
で
す
。

●
日
時
＝
９
月
25
日
㈰
午
後
１
時

〜
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演
＝
ゴ

ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
「
シ
オ
ン
」、

フ
ル
ー
ト
ク
ラ
ブ
・
シ
リ
ン
ク
ス
、

妻
有
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ズ
よ
り
父
辛

子
●
会
場
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
９
月
17
日
㈯
午
前
７
時

30
分
〜
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
●
参
加
費
＝
２
、
５
０

０
円
（
プ
レ
ー
代
・
軽
食
代
込
み
）

●
定
員
＝
先
着
80
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
９
月
14
日
㈬
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ

ゴ
（
☎
７
６
８
―
４
４
１
９
）

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
や
弁
護

士
に
よ
る
講
演
会
、
法
律
や
養
育

費
な
ど
の
個
別
相
談
の
ほ
か
、
懇

談
会
を
開
催
。
●
日
時
＝
10
月
23

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会

場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
●
対
象
＝
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
子
30
組
※
保
育
ル
ー
ム
を
設

置
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
22

日
㈭
ま
で
に
㈳
新
潟
県
母
子
寡
婦

　
明
日
を
つ
む
ぐ
技
術
の
力
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
２
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
内
容
＝
作
品
展
示
、
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ほ
か
●
会
場
・
問
合
せ
＝
塩
沢
商

工
高
校
（
☎
０
２
５
―
７
８
２
―

１
１
１
１
）

タ
ク
ト
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

in
キ
ナ
ー
レ

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

ク
ロ
ス
10
農
産
物
直
売
所

出
荷
者
事
前
説
明
会

憲
法
講
演
会

東
日
本
大
震
災
と
憲
法

ひ
と
り
親
家
庭
く
ら
し

子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

高
山
十
五
夜
ま
つ
り

住
宅
火
災
警
報
器
相
談
会

●
日
時
＝
９
月
17
日
㈯
午
後
７
時

〜
●
会
場
＝
高
山
八
幡
宮
境
内
●

内
容
＝
西
小
い
た
ず
ら
太
鼓
、
高

山
婦
人
会
の
踊
り
、
高
山
体
協
の

芝
居
、
お
楽
し
み
抽
選
会
ほ
か
●

　
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝

９
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
問
合
せ

＝
十
日
町
電
気
工
事
協
同
組
合

●
日
時
＝
９
月
17
日
㈯
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
（
開
場
１
時
30
分
）

●
会
場
＝
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
）
●
入
場
料
＝
無
料
※

申
込
み
不
要
●
内
容
＝
講
演
「
震

災
と
放
射
能
被
害
と
憲
法
25
条
・

29
条
、
災
害
救
助
・
救
援
活
動
と

自
衛
隊
と
憲
法
９
条
」
水
島
朝
穂

さ
ん
（
早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院

教
授
）
●
問
合
せ
＝
新
潟
県
弁
護

士
会
（
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
５

５
３
３
）

　
介
護
予
防
の
知
識
や
実
技
を
学

ん
で
、
地
域
で
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
10
月
５
日
〜
11

月
30
日
の
毎
週
水
曜
日
（
11
月
23

日
を
除
く
全
８
回
）
●
会
場
＝
サ

ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
参
加
費
＝
無

料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
30

日
㈮
ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

　
平
成
24
年
４
月
に
開
店
予
定
の

農
産
物
直
売
所
出
荷
者
の
説
明

会
。
●
日
時
＝
９
月
15
日
㈭
午
後

１
時
〜
●
会
場
・
問
合
せ
＝
ク
ロ

●
日
時
＝
10
月
２
日
㈰
午
後
１
時

〜
（
開
場
０
時
30
分
）
●
会
場
＝

ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
●
入
場
料
＝
無

料
●
曲
目
＝
「
荒
城
の
月
」「
虹

色
の
バ
イ
ヨ
ン
」
ほ
か
●
問
合
せ

＝
柳
（
☎
７
５
７
―
２
８
２
６
）

●
日
時
＝
９
月
23
日（
秋
分
の
日
）

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分
●
内

容
＝
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
演
「
健

康
の
恩
恵
」
塚
田
芳
久
さ
ん
（
十

日
町
病
院
院
長
）・
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分
（
受

付
１
時
）
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●

参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
十
日

町
病
院（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）

●
会
期
＝
９
月
13
日
㈫
〜
22
日
㈭

●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
小

林
（
☎
７
５
７
―
４
４
６
９
）

創
立
20
周
年
記
念

中
之
島
流
第
19
回
大
正
琴

お
さ
ら
い
会

第
21
回
新
潟
県
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

南
中
・
下
条
中
・
吉
田
中
・
川
西
中

４
校
合
同
演
奏
会

第
７
回

デ
ジ
カ
メ
し
よ
う
華
写
真
展

●
日
時
＝
９
月
23
日（
秋
分
の
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
（
開
場
１
時
）

●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
内
容
＝
第
１
部

：

各
校
ス

テ
ー
ジ
、
第
２
部

：

合
同
演
奏
●

ゲ
ス
ト
指
揮
者
＝
池
田
芳
幸
さ
ん

●
問
合
せ
＝
川
西
中
学
校
・
丸
山

（
☎
７
６
８
―
２
０
６
６
）

十
日
町
病
院
「
健
康
祭
」

ス
10
（
☎
７
５
７
―
２
３
２
３
）

工
業
教
育
フ
ェ
ス
タ

問
合
せ
＝
高
山
地
区
体
育
協
会
・

滝
沢
（
☎
０
９
０
―
７
４
２
３
―

２
２
９
３
）

（
☎
７
５
２
―
３
２
９
５
）

福
祉
連
合
会
（
☎
０
２
５
―
２
４

３
―
４
３
８
０
）

●
受
講
期
間
＝
10
月
12
日
㈬
〜
14

日
㈮
、
17
日
㈪
〜
20
日
㈭
（
７
日

間
）
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日

町
ほ
か
●
対
象
＝
55
歳
以
上
●
受

講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
20
人
●
内

容
＝
介
護
に
関
す
る
講
義
や
実

技
、
介
護
職
場
体
験
、
救
急
救
命
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な

ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
28

日
㈬
ま
で
に
㈳
十
日
町
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８

―
４
８
０
９
）

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

２
級
課
程
受
講
者
募
集

介
護
補
助
員
講
習

受
講
者
募
集

　
よ
さ
こ
い
と
松
代
の
そ
ば
を
楽

し
む
祭
り
で
す
。
●
日
時
＝
10
月

16
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
●

会
場
＝
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い

　
自
慢
の
芸
や
踊
り
、
ダ
ン
ス
な

ど
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。
当
日
の

飛
び
入
り
も
大
歓
迎
で
す
。
※
１

組
20
人
以
内
●
日
時
＝
10
月
９
日

㈰
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
40

分
●
会
場
＝
木
村
屋
前（
駅
通
り
）

●
演
舞
時
間
＝
１
組
10
分
程
度
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
30
日
㈮

ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７

｜

５
１
１
１
）

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

駅
通
り
な
ん
で
も
自
慢

カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
者
募
集

●
任
用
期
間
＝
10
月
１
日
㈯
〜
平

成
24
年
３
月
31
日
㈯
●
勤
務
＝
週

２
回
（
月
曜
日
と
水
曜
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
●
賃

金
＝
１
日
７
、
２
０
０
円
●
募
集

人
数
＝
１
人
●
事
務
内
容
＝
農
地

相
談
、
農
地
利
用
状
況
調
査
、
耕

作
放
棄
地
調
査
、
放
棄
地
再
生
に

関
す
る
調
査
・
相
談
・
指
導
●
資

格
＝
①
農
地
法
な
ど
に
関
わ
る
事

務
経
験
の
あ
る
人
②
ワ
ー
ド
、
エ

農
地
相
談
員
を
公
募
し
ま
す

　
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
●
募
集
科
＝
①

木
造
建
築
科
②
電
気
施
設
科
③
エ

ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
●
受
験
資
格

＝
▼
推
薦
選
考

：

①
②
24
年
３
月

高
校
卒
業
見
込
者
③
は
実
施
な
し

▼
一
般
選
考

：

①
中
学
校
卒
業
以

上
で
お
お
む
ね
30
歳
以
下
②
高
校

卒
業
以
上
で
お
お
む
ね
30
歳
以
下

③
中
学
校
卒
業
以
上
で
若
年
離
転

職
者
※
年
齢
が
31
歳
以
上
の
人
は

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
●
受

付
期
間
＝
▼
推
薦
選
考

：

９
月
12

日
㈪
〜
30
日
㈮
▼
一
般
選
考

：

10

月
11
日
㈫
〜
11
月
２
日
㈬
●
請

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

24
年
度
入
校
生
募
集

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
●
受
講
料
＝
４
０
、
０
０

０
円
●
定
員
＝
30
人
※
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
●
会
場
＝
は
あ
と

ふ
る
川
西
及
び
市
内
福
祉
施
設
●

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
下
の

人
で
、
全
課
程
を
受
講
で
き
る
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
9
月
20
日

㈫
ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

◆実施日：11月26日、12月24日、平成24年１月28日、
２月25日、３月24日（10月はありません）

◆会場：本庁市長室または応接室
◆対象：市内に住所または勤務地・所在地がある10人

以内の団体（個人からの申請は受け付けません。「市
長への便り」をご利用ください）

◆申込み方法：住所、氏名、年齢、電話番号、話し合い
たい内容などを明記のうえ、FAX、電子メール、郵
送などで事前に申し込んでください。受付は先着順で
す。（開催日の３日前締切り）

◆対話時間
　①午前９時から②午前10時から（１組50分以内）
◆出席者：市長ほか関係職員
◆その他：内容は市政に関するものに限ります。要望

や市の制度に関するものなど、内容によっては担当課
で対応する場合があります。市長公務の都合などによ
り実施できない場合があります。「市長への便り」「ふ
れあいトーク」もご利用ください。

◆申込み・問合せ
　企画政策課広報広聴係　☎757-3112

サタデー市長室 〜まちづくりを話しませんか〜

ク
セ
ル
が
使
え
る
人
③
市
内
在
住

で
中
里
庁
舎
に
通
勤
可
能
な
人
●

応
募
方
法
・
問
合
せ
＝
９
月
22
日

㈭
ま
で
に
履
歴
書
を
十
日
町
市
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
（
☎

７
６
３
―
２
５
１
５
）

駅
、
松
代
本
町
通
り
●
対
象
＝
高

校
生
以
上
●
業
務
内
容
＝
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
の
受
付
・
招
集
・
誘
導
、

給
水
所
の
運
営
、
会
場
・
駐
車
場

の
整
理
※
休
憩
・
昼
食
あ
り
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
30
日
㈮
ま

で
に
松
代
公
民
館
（
☎
５
９
７

｜

２
３
０
１
）

求
・
問
合
せ
＝
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２
５
―
７
９
４

―
２
４
１
０
）

　
思
い
出
の
着
物
を
自
分
で
洋
服

に
リ
メ
イ
ク
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で

モ
デ
ル
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
10
月
１
日
㈯
午
後
６
時

30
分
〜
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
樋
口
（
☎
０
９

０

｜

７
２
０
０

｜

３
７
０
０
）

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
参
加
者
募
集

　
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
た
作
図

の
中
級
編
を
習
得
し
ま
す
。
Ｊ

Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
（
初
級
編
）
コ
ー
ス

を
受
講
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
Ｊ

Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本
的
知
識
の
あ

る
人
が
対
象
で
す
。
●
日
時
＝
10

月
15
日
㈯
・
22
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
●
受
講
料
＝
２
、
４
０

０
円
●
定
員
＝
10
人
※
応
募
多
数

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集
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「
法
の
日
」
週
間

く
ら
し
の
無
料
相
談

　
不
動
産
登
記
や
土
地
の
境
界
、

会
社
・
法
人
登
記
、
戸
籍
・
国

籍
、
供
託
、
家
庭
内
や
近
隣
間
の

悩
み
、
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳

守
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
４
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
※
入
札
に
必
要
な
手
引
書

を
９
月
16
日
㈮
ま
で
長
岡
国
道
事

務
所
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
●
土

地
＝
①
四
日
町
新
田
２
６
６
―
４

（
２
４
９
・
87
㎡
）
②
四
日
町
新

田
２
６
７
―
４
外
１
筆（
５
１
５
・

19
㎡
）
●
現
場
説
明
＝
９
月
20
日

㈫
午
前
10
時
30
分
〜（
現
地
集
合
）

●
申
込
期
限
＝
９
月
27
日
㈫
●
入

札
日
時
・
場
所
＝
９
月
30
日
㈮
午

前
11
時
〜
・
長
岡
国
道
事
務
所
●

問
合
せ
＝
国
土
交
通
省
長
岡
国
道

事
務
所
経
理
課
（
☎
０
２
５
８
―

36
―
４
５
６
１
）

９
月
11
日
は

「
け
い
さ
つ
相
談
の
日
」

　
県
警
で
は
、
普
段
か
ら
警
察
本

部
や
各
警
察
署
に
相
談
室
を
設

け
、
事
件
事
故
の
ほ
か
、
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳

守
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
●
け
い
さ
つ
相
談
室
（
警

察
本
部
）
＝
▼
＃
９
１
１
０
ま
た

は
☎
０
２
５
―
２
８
３
―
９
１
１

０
▼
女
性
被
害
１
１
０
番
☎
０
２

５
―
２
８
１
―
７
８
９
０
●
十
日

町
警
察
署
相
談
室
＝
☎
７
５
２
―

０
１
１
０

国
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　
9
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬
は
眼
科

が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問

合
せ
＝
十
日
町
病
院
（
☎
７
５
７

―
５
５
６
６
）

十
日
町
病
院
か
ら

眼
科
休
診
の
お
知
ら
せ

第
７
回 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

期　日 大　　会　　名 会　　　　場 問　合　せ

9月25日㈰ 市民ハイキング 磐梯山 滝沢信一 ☎090-2244-6177

　10月1日㈯
　　  ～ 2日㈰

ロ・マン24 「24時間耐久リレーマラソン」 松代クロカンスキーコースなど 松代総合体育館 ☎597-3752
少年野球大会 笹山野球場、総合公園など 小林　聡 ☎090-8253-4815

10月2日㈰
相撲競技大会 武道館相撲場 春日　昇　 ☎752-5816
ジュニアバドミントン大会 川西総合体育館 根津一郎 ☎090-9744-2603

10月8日㈯ 第17回まつのやま湯鳥駅伝大会・第39回健康マラソン 松代クロカンスキーコースなど 松之山公民館 ☎596-2265

10月9日㈰

テニス（シングルス）大会 十日町市総合公園 丸山　滋 ☎090-2546-5195
パパママバレーボール大会 川西総合体育館 玉村　浩之 ☎757-3114
第47回市民体操競技大会 十日町高校東体育館 滝沢　広　 ☎757-1752
ソフトボール大会 未定 南雲清吉 ☎090-1433-1657
宮沢杯・小山杯争奪バスケットボール大会 十日町高校 池田　実　 ☎757-3118
第26回中里健康ウォーク兼第15回ミオンウォーク ミオンなかさと（発着） 中里公民館 ☎763-2493

10月10日
（体育の日）

フットサル大会 ベルナティオフットサルコート 桑原　龍 ☎090-4365-7022
2011 十日町RUN・ランリレーカーニバル 陸上競技場 近藤　俊介 ☎756-2866
市民スポーツの日卓球大会 川西総合体育館 高橋　博夫 ☎752-6274
市民剣道大会 南中学校武道場 根津　雅之 ☎752-2837
市民空手道大会 十日町市総合体育館 西野　弘幸 ☎757-8339
第７回市長杯争奪ゲートボール大会 水沢運動公園ゲートボール場 久保田行雄 ☎752-4600
第40回郡市柔道大会 武道館柔道場 庭野　富吉 ☎757-2891

10月９日㈰～
10日（体育の日）

400歳野球大会 総合公園 小林　聡 ☎090-8253-4815

10月16日㈰ 市民バドミントン大会 十日町市総合体育館 根津一郎 ☎090-9744-2603
10月20日㈭～ 21日㈮ 第16回川西ソフトバレーボール大会 川西総合体育館、川西中学校 川西公民館 ☎768-2308

10月23日㈰ ソフトテニス大会 十日町市総合公園テニスコート 櫻澤晋介 ☎090-4126-9037

の
場
合
は
抽
選
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
９
月
29
日
㈭
ま
で
に
県
立
上

越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
２
５

―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

大
学
等
合
同
企
業
説
明
会

　
主
な
就
業
地
が
下
越
地
域
を
中

心
と
し
た
県
内
の
企
業
が
参
加
す

る
学
生
対
象
の
合
同
企
業
説
明
会

で
す
。
●
日
時
＝
９
月
29
日
㈭
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
●
会
場
＝
朱

鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）
●
対
象
＝

平
成
24
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒

　
高
校
卒
業
者
向
け
と
中
学
校
卒

業
者
向
け
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
●
各
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
＝
①

新
潟
②
上
越
③
三
条
④
魚
沼
●
コ

ー
ス
＝
①
N
C
機
械
科
、
電
気
シ

ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備
科
（
※

一
般
の
み
）
②
自
動
車
整
備
科
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
ッ
フ
科
③
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

科
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
生
産
シ

ス
テ
ム
科
（
中
卒
向
け
）
④
電
気

施
設
科
、
木
造
建
築
科
（
中
卒
向

け
）
●
募
集
＝
９
月
12
日
㈪
〜
30

日
㈮
（
推
薦
）、
10
月
11
日
㈫
〜

11
月
２
日
㈬
（
一
般
）
●
問
合
せ

＝
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
課
（
☎

０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
６
２
）

平
成
24
年
度　

県
立
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

十
日
町
合
同
庁
舎
●
相
談
員
＝
法

務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
●
問

合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町

支
局
（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

▼
今
年
の
十
日
町
お
お
ま
つ
り
は
、
花
火

や
民
謡
流
し
が
中
止
と
な
り
、
少
し
寂
し

い
気
も
し
ま
し
た
が
、
八
角
み
こ
し
の
迫

力
、
そ
し
て
最
後
の
挨
拶
で
の
「
明
日
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
」
と
い
う
言
葉
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
災
害
に
遭
い
、
今
ま

で
開
催
し
て
い
た
行
事
を
や
め
る
こ
と
に

理
由
が
あ
れ
ば
、
今
ま
で
ど
お
り
に
や
る

こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
材
を
通

じ
て
、
互
助
の
精
神
や
縁
、
き
ず
な
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
か
く
ゆ
う
私
た

ち
の
係
も
災
害
直
後
か
ら
情
報
の
受
発
信

で
て
ん
て
こ
ま
い
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
職

場
の
仲
間
の
支
援
の
お
か
げ
で
、
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
メ

デ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
は
情
報
の
伝
達
に

協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
取
材
で
お
邪
魔
し
た
「
お
も
し
ろ
！
自

由
研
究
大
集
合
！
」
で
は
、
取
材
を
し
つ

つ
も
、
昔
の
自
分
の
自
由
研
究
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

2
学
期
前
ギ
リ
ギ
リ
で
作
っ
た
か
き
氷

カ
ッ
プ
の
車
。
ほ
ぼ
親
の
作
品
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
薬
草
の
押
し
花
。
薬
草
辞
典

を
片
手
に
オ
オ
バ
コ
や
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
を

掘
り
返
し
、
押
し
花
を
作
り
ま
し
た
。
タ

ン
ポ
ポ
は
採
取
場
所
が
砂
利
道
の
硬
い
地

面
だ
っ
た
た
め
、
掘
り
返
す
の
に
苦
労
し

た
こ
と
が
い
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
企
画

に
参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
友
達
と

協
力
し
て
、
楽
し
ん
で
学
ん
で
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
持
ち
帰
っ
て
も
う
一
回

や
る
と
張
り
切
っ
て
い
る
姿
に
未
来
の
科

学
者
を
見
た
気
が
し

ま
し
た
。

(石)(つ)

寄付ありがとう
８月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝樋口美作（東京

都調布市）、阿部徳次（東京都立川市）、

稲垣祥一（東京都大田区）、五十嵐正子

（新潟市中央区）、岩田東一（東京都中央

区）、秋山透（埼玉県さいたま市）、生越

雅彦（千葉県千葉市）、樋口茂（埼玉県

上尾市）、樋口零子（埼玉県上尾市）、菅

原久人（千葉県習志野市）、北川フラム（東

京都目黒区）

●情報館へ＝内山吉晴（田川町２）、関口

和夫（吉田山谷）、庭野勇吉（高田町３

南）、ホープ歯科（寿町２）、関口正哉（加

賀糸屋町）

●妻有焼陶芸センターへ＝サイエンス㈱

（本社：埼玉県さいたま市、生産部：津

南町／陶芸用電気炉300万円相当）

　以下のような相談が増えています。困ったとき、悩んでいるときは、どんな小さな

ことでも相談してください。

【事例１】電話勧誘で「未公開株」、「社債」、「温泉付き有料老人ホーム利用権」など

へ投資した。勧誘業者とは別の偽の業者から『高値で買い取る』などと電話があり、

更に追加で投資したが、買い取ると言った業者と連絡が取れなくなってしまう。

【事例２】過去に訪問販売で「布団」や「健康器具」を買った人を狙って、『無料で点

検』などと電話がかかってきて、次々と契約をしてしまう。

【事例３】趣味でやっている「短歌」、「油絵」などを、『新聞や雑誌に掲載』しないか

と電話がかかってきて、複数の業者と契約して高額な料金を請求をされてしまう。

【事例４】海外から『高額賞金に当選』したと手紙が届いた。　

《高齢者トラブル110番》

◎日時：９月15日㈭、16日㈮　午前９時～午後４時

◎相談電話：☎757-3740

※面談相談も受け付けているので、事前に電話で予約してください

■問合せ：市消費生活相談窓口（産業振興課内☎757-3740）

９月は「高齢者悪質商法被害防止キャンペーン月間」です

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

●
市
報
８
月
25
日
号
４
ペ
ー
ジ

「
市
内
で
放
射
能
を
測
定
し
た
結

果
を
報
告
し
ま
す
」
の
測
定
結
果

の
表
示
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
地
表
10
㎝
の
数
値
が

地
上
１
ｍ
の
数
値
、
地
上
１
ｍ
の

数
値
が
地
表
10
㎝
の
数
値
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
市
報
８
月
25
日
号
18
ペ
ー
ジ
で

新
潟
県
労
働
委
員
会
に
よ
る

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

　
労
使
関
係
に
豊
富
な
知
識
や
経

験
が
あ
る
委
員
（
弁
護
士
や
労
働

組
合
役
員
、
会
社
経
営
者
な
ど
）

が
、労
働
者
や
事
業
主
を
問
わ
ず
、

労
使
間
の
問
題
解
決
に
向
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10

月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

※
事
前
申
込
み
が
必
要
●
会
場
＝

業
予
定
の
人
・
平
成
21
年
３
月
以

降
に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
人
●

参
加
企
業
＝
50
社
予
定
●
問
合
せ

＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
潟
若
者
し
ご

と
館
（
☎
０
２
５
―
２
４
０
―
４

５
１
０
）

上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ
●
内
容
＝
解

雇
、
賃
金
未
払
い
、
退
職
金
、
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ

ル
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
労
働

委
員
会
事
務
局
総
務
課
（
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
５
４
６
）

㈱
吉
田
商
会
の
会
社
概
要
の
事
業

内
容
が
担
保
の
販
売
と
あ
り
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
損
保
の
販
売
で

し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



■ 人　口  59,521人（－43）  男  29,089人（－23）  女  30,432人（－20）
■ 世帯数  20,087世帯（－５） ８月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

75

上
野
小
学
校

登坂　小
こ

雪
ゆき

さん（３年）

　色をまぜてピンクのねん土を作り
ました。なかなか上手にまざらなく
て大変でした。ネズミのキャラクタ
ーがかわいくできました。

　
ピ
ン
ク
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
小
物
入
れ

庭野　真
ま

優
ひろ

さん（４年）

　空にうかぶ雲で友だちと楽しく遊
んでみたいです。雲の上でトランポ
リンをしたり、雲から雲へジャンプ
したり、疲れたらねたりします。

雲
に
乗
っ
て
遊
び
た
い

　
と
う
さ
ん
は

　
　
　
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ

今藤　瑞
みず

生
き

さん（１年）
　タツノオトシゴのお父さんが、海の中で子どもたちやいろいろな魚と楽しく遊んでいるところです。オレンジのミノカサゴが上手にかけました。

　
ぴ
か
ぴ
か
の

　
　
　
車
を
う
り
た
い
な

清水　和
かず

也
や

さん（２年）

　車やさんになって、トラックやスポーツ

カーなどいろんな車、アリやタコ、剣など

のおもしろい車もうってみたいです。たく

さんの色をつかってがんばってぬりました。

■ 人　口  59,521人（－43）  男  29,089人（－23）  女  30,432人（－20）

　

学
校
に
あ
る
大
好
き
な
す
ず
か
け
の

木
に
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
つ
い
て

い
る
様
子
を
想
像
し
て
か
き
ま
し
た
。

太
陽
の
光
が
降
り
注
い
で
い
る
と
こ
ろ

を
上
手
に
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あっ！すずかけの木に
おかし

登
坂
　
星せ

い

愛あ

さ
ん
（
５
年
）

　

象
と
キ
リ
ン
が
こ
ち
ら
に
向
か

っ
て
走
っ
て
く
る
よ
う
に
作
り
ま

し
た
。
後
ろ
の
木
は
景
色
が
変
わ

る
よ
う
な
感
じ
に
し
て
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
出
し
ま
し
た
。

競走する２ひき

新
妻
　
菜な

な々

子こ

さ
ん
（
６
年
）
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